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１ はじめに                                           

盛岡市と玉山村は，古くから産業や経済，文化などさまざまな分野において交流が

図られ，交通基盤の整備により日常生活圏が一体化していることから，行財政基盤の

確立や協働のまちづくり，中核市制度を活用した行政サービスの提供など，安心して

暮らせる質の高い地域の創造に向け，「活力に満ち，詩情あふれる新県都」を新市の将

来像として掲げ，平成18年１月10日に合併しました。 

 

新市の将来像 

 活力に満ち，詩情あふれる新県都 

  ・ 人・もの・情報が交流するまちづくり 

・ 住む人の信頼と共感が支える安心して暮らせるまちづくり 

・ 自然と暮らしが共生する環境と調和したまちづくり 

・ にぎわいと活力を創造するまちづくり 

 

新たな一歩を踏み出した「新生・盛岡市」は，両市村がこれまで力を入れてきた地

域づくりの取組を生かすとともに，新市の将来像の実現のため，都市基盤の整備や地

域に根ざした産業の振興，広域観光の促進，保健医療・福祉の充実，自然環境の保全

などの施策に総合的かつ一体的に取り組んできたところですが，合併10周年を迎えた

ことから，これまでのまちづくりの成果や課題を取りまとめることとしました。 

 

２ 主要指標の推移                                       

(1) 人口と世帯数 

 ア 人口 

国勢調査による盛岡市の人口の推移をみると，平成 12年以降，平成 22年まで

は減少傾向でしたが，平成 22年と平成 27年の比較では，ほぼ横ばいとなってい

ます。 

旧地域別にみると，平成 12年以降，旧玉山村域では減少傾向となっていますが，

旧盛岡市域では，平成 22年と平成 27年の比較で増加傾向となっています。 

 

    

 

 

（単位：人，％）

平17/平12 平22/平17 平27/平22

288,843 287,192 285,344 286,585 △ 0.6 △ 0.6 0.4

14,014 13,554 13,004 12,291 △ 3.3 △ 4.1 △ 5.5

302,857 300,746 298,348 298,876 △ 0.7 △ 0.8 0.1

<資料：平成12年，平成17年，平成22年国勢調査（総務省），平成27年10月１日推計人口>

平成22年
増加率

平成12年 平成17年 平成27年区　　　分

 旧盛岡市域

 旧玉山村域

計
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 イ 年齢別人口 

年齢３区分別の人口をみると，０歳から 14歳までの年少人口と，15歳から 64

歳までの生産年齢人口が減少傾向で推移する一方で，65歳以上の老年人口が増加

傾向で推移しています。 

   

 

 

ウ 世帯数 

国勢調査による盛岡市の世帯数の推移をみると，平成 17年以降，増加傾向とな

っています。旧地域別にみても，どちらも増加傾向となっています。 

また，1世帯当たりの世帯員数の推移をみると，平成 12年以降，減少傾向とな

っており，平成 27年は 2.27人まで減少しています。 

 

   

  

  

（単位：人，％）

割 合 割 合 割 合 割 合

46,159 15.2 41,928 14.1 38,771 13.1 38,114 13.0

旧盛岡市域 44,134 15.3 40,158 14.1 37,229 13.2 36,708 13.0

旧玉山村域 2,025 14.4 1,770 13.1 1,542 11.9 1,406 11.4

208,171 68.7 199,632 67.0 192,664 65.3 182,872 62.2

旧盛岡市域 199,462 69.1 191,479 67.4 185,018 65.6 175,769 62.4

旧玉山村域 8,709 62.1 8,153 60.2 7,646 58.8 7,103 57.3

48,469 16.0 56,177 18.9 63,721 21.6 73,105 24.9

旧盛岡市域 45,189 15.6 52,546 18.5 59,915 21.2 69,228 24.6

旧玉山村域 3,280 23.4 3,631 26.8 3,806 29.3 3,877 31.3

※年齢不詳を含まない。
<資料：平成12年，平成17年，平成22年国勢調査（総務省），平成27年９月末日住民基本台帳人口>

平成27年

 0～14歳

 15～64歳

 65歳以上

平成22年平成17年区　　　分 平成12年

（単位：世帯，人，％）

平17/平12 平22/平17 平27/平22

115,059 115,043 120,817 127,231 △ 0.0 5.0 5.3

一世帯当たり人員 2.51 2.50 2.36 2.25 △ 0.6 △ 5.4 △ 4.7

3,981 3,946 4,022 4,180 △ 0.9 1.9 3.9

一世帯当たり人員 3.52 3.43 3.23 2.94 △ 2.4 △ 5.9 △ 9.1

119,040 118,989 124,839 131,411 △ 0.0 4.9 5.3

一世帯当たり人員 2.54 2.53 2.39 2.27 △ 0.7 △ 5.4 △ 5.0

<資料：平成12年，平成17年，平成22年国勢調査（総務省），平成27年10月１日推計人口>

平成22年平成17年 平成27年

 旧玉山村域

計

 旧盛岡市域

増加率
平成12年区　　　分
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  (2) 地域産業の状況 

 ア 産業別就業人口 

就業者数総数は，平成 12年以降，減少傾向になっています。 

就業者を産業３部門別にみると，第１次産業及び第２次産業の比率が低下し，

第３次産業の比率が拡大してきています。平成 22年の第３次産業の比率は 80.7％

となっています。 

    

    

 イ 事業所 

事業所数は，平成 13 年以降減少傾向になっています。旧地域別にみると，旧盛

岡市域では減少傾向である一方，旧玉山村域は平成 18年から増加に転じておりま

す。また，従業員数は，増加傾向で推移しており，平成 24年は 145,813人となっ

ています。 

    

 

 ウ 農業 

農家数は，平成 12 年の 5,506 戸から平成 22 年には 4,550 戸となり，約 1,000

戸減少しています。専業兼業別にみると，旧市村別どちらも専業農家数は増加傾

向でありますが，第一種兼業農家数および第二種兼業農家数は減少傾向になって

います。また，自給的農家数は，旧市村別どちらも増加傾向になっています。 

（単位：人，％）

平成12年 平成17年 平成22年

総数 152,422 145,888 139,100
第１次産業 6,712 6,161 5,016
第２次 〃 26,270 20,753 18,242
第３次 〃 119,213 117,969 112,277
第１次産業 4.4 4.2 3.6
第２次 〃 17.2 14.2 13.1
第３次 〃 78.2 80.9 80.7

<資料：国勢調査（総務省）>
※総数には分類不能の産業が含まれるので，構成比が100％とならない場合がある。

区　　分

合
　
　
計

就
業
者
数

構
成
比

（単位：事業所，人）

平成13年 平成18年 平成24年 平成13年 平成18年 平成24年

15,624 14,826 14,195 139,006 139,837 140,597

472 456 482 5,192 4,512 5,216

16,096 15,282 14,677 144,198 144,349 145,813

<資料：平成13年，平成18年事業所・企業統計調査（総務省）,平成24年経済センサス―活動調査>

従業員

 旧盛岡市域

 旧玉山村域

計

区　分
事業所
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 エ 林業 

林野面積は 33,489haで，総面積の 69.6％を占めております。 

     

 

（単位：戸）

平成12年 平成17年 平成22年

3,975 3,667 3,248

 専業農家 (367) (434) (461)

 第一種兼業農家 (471) (534) (389)

 第二種兼業農家 (2,290) (1,818) (1,377)

 自給的農家 (847) (881) (1,021)

1,531 1,412 1,302

 専業農家 (158) (167) (196)

 第一種兼業農家 (281) (263) (177)

 第二種兼業農家 (929) (794) (704)

 自給的農家 (163) (188) (225)

5,506 5,079 4,550

 専業農家 (525) (601) (657)

 第一種兼業農家 (752) (797) (566)

 第二種兼業農家 (3,219) (2,612) (2,081)

 自給的農家 (1,010) (1,069) (1,246)

<資料：平成12年農業センサス，平成17年農林業センサス，

平成22年世界農林業センサス(農林水産省)>

旧玉山村域

計

旧盛岡市域

区　　　分

※平成12年農業センサスにおいて，専業農家数，第一種兼業農家数，第二種兼業農家数
は，総農家のうちの販売農家数。
   販売農家数とは，経営耕地30a以上または年間農産物販売金額50万円以上の農家をいう。
　 第一種兼業農家とは，農業所得を主とする兼業農家，第二種兼業農家とは，農業所得を従
とする兼業農家をいう。
　 自給的農家とは，経営耕地30a未満かつ年間農産物販売金額50万円未満の農家をいう。

（単位：ha，％）

7,615 2,156 28.3

40,516 31,333 77.3

48,131 33,489 69.6

<資料：平成22年農業センサス（農林水産省）>

 旧盛岡市域

 旧玉山村域

計

区　　分 総土地面積 林野面積 林野率
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 オ 工業 

事業所数は，平成 17年以降，減少傾向になっており，平成 25年は 168事業所

となっています。また，従業員数及び製造品出荷額等も減少傾向となっています。 

   

 

 カ 商業 

卸売業は商店数，従業員数，商品販売額ともに減少傾向となっています。また，

小売業でも商店数，従業員数，商品販売額ともに減少傾向となっています。 

  

 

 

 キ 観光 

観光客入込数は，平成 16年と比較すると，全体では増加傾向となっています。

旧市村別にみると，旧盛岡市域では増加傾向である一方，旧玉山村域は減少傾向

となっています。 

観光客の内訳をみると，日帰り観光客が増加傾向となっているほか，県外観光

客が増加傾向となっています。 

（単位：事業所，人，百万円）

 事業所数 237 217 190 168

 従業員数 7,031 7,099 6,018 5,763

 製造品出荷額等 259,070 218,157 104,567 98,487

※従業員４人以上の事業所の数値 <資料：工業統計調査（経済産業省）>

平成25年区　　　分

盛
岡
市

全
域

平成17年 平成20年 平成23年

（単位：事業所，人，百万円）

 商店数 1,219 1,175 1,045 823

 従業員数 11,826 10,889 10,375 7,496

 商品販売額 1,022,652 966,963 947,280 728,573

 商店数 3,138 3,046 2,851 1,996

 従業員数 21,119 22,210 21,713 16,263

 商品販売額 397,156 397,785 366,645 343,841

 商店数 4,357 4,221 3,896 2,819

 従業員数 32,945 33,099 32,088 23,759

 商品販売額 1,419,808 1,364,748 1,313,925 1,072,414

※総数，総額は単位未満四捨五入につき内訳の合計と必ずしも一致しない。

<資料：平成14年，平成16年，平成19年商業統計調査，平成24年経済センサス（経済産業省）>

平成14年 平成24年平成19年平成16年

盛
岡
市

全
域

卸
売

小
売

計

区　　分
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  (3) 行財政の状況 

 ア 議員数 

 

 

 イ 職員数 

 

  

ウ 歳入・歳出（一般会計） 

平成 16年度から 25年度までの推移をみると，歳入総額，歳出総額ともに増加

傾向になっています。 

（単位：人）

平成16年 平成19年 平成22年 平成25年

観光客入込数 3,902,907 4,403,404 4,114,460 4,398,198

　うち日帰り 2,942,073 3,492,156 3,297,314 3,424,768

　　　宿泊 960,834 911,248 817,146 973,430

観光客入込数 342,680 331,550 322,957 318,237

　うち日帰り 334,550 325,613 316,708 313,276

　　　宿泊 8,130 5,937 6,249 4,961

観光客入込数 4,245,587 4,734,954 4,437,417 4,716,435

　うち日帰り 3,276,623 3,817,769 3,614,022 3,738,044

　　　宿泊 968,964 917,185 823,395 978,391

　うち県内 2,382,610 2,705,207 2,503,377 2,593,291

　　　県外 1,862,977 2,029,747 1,934,040 2,123,144

※宿泊は観光客のみで，ビジネス客等は含まない。

<資料：平成19年，平成22年，平成25年市統計書,平成17年度版岩手県統計年鑑>

旧
玉
山
村

域

合
　
　
計

旧
盛
岡
市

域

区　　分

（単位：人）

旧盛岡市域 旧玉山村域 計

38 20 58 42 42 38

0.13 1.43 0.20 0.15 0.14 0.10

区分
平成16年度

平成19年度 平成22年度 平成25年度

 議員数

 人口千人あたり議員数
（平成16年3月31日住基人口）

（単位：人）

旧盛岡市域 旧玉山村域 計

2,388 146 2,534 2,398 2,332 2,231

8.48 10.42 8.57 8.16 7.99 8.44

※職員数は一般行政，特別行政，公営企業職員の計 <資料：定員管理調査>

平成25年度区分
平成16年度

平成19年度 平成22年度

 職員数

 人口千人あたり職員数
（平成16年3月31日住基人口）
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 エ 財政指標 

自治体の財政力を判断する指標である財政力指数は，平成 25年度では 0.67と

なっています。 

市町村の財政構造の弾力性を示す経常収支比率は，健全水準（一般的には都市

にあっては 75％）を上まわる状況になっています。 

公債費の償還に充てられた一般財源の割合を示す公債費負担比率は，平成 25

年度は 18.7％となっており，財政構造の硬直化が改善されつつあります。 

 
※標準財政規模とは，地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の

規模を示すものです。 

※財政力指数は高いほど財政力が高いと見られ，「１」に近い，あるいは「１」を超えるほど財政

に余裕があるとされています。 

※経常収支比率とは，市税や地方交付税などの経常的な一般財源に対して，人件費や公債費など

毎年経常的に支出される経費の割合です。この割合が小さいほど財政需要に対し余裕があり，

逆に大きいと財政の弾力性を失うことになります。 

※公債費負担比率とは，公債費に充当された一般財源の一般財源総額に対する割合です。この比

率が高いほど，一般財源に占める公債費の比率が高く，財政構造の硬直化が進んでいることを

表します。 

  

（単位：百万円）

旧盛岡市 旧玉山村 計

88,202 6,996 95,198 98,397 107,117 110,110

87,248 6,636 93,884 96,952 104,336 108,529

<資料：地方財政状況調査（総務省）>

平成25年度

 歳入総額

 歳出総額

区　分
平成16年度

平成19年度 平成22年度

（単位：千円，％）

旧盛岡市域 旧玉山村域

53,895,488 4,138,359 57,765,778 64,190,213 64,913,274

0.73 0.32 0.74 0.68 0.67

90.7 93.5 95.5 90.4 92.9

22.5 19.9 21.4 20.0 18.7

<資料：地方財政状況調査（総務省）>

区　　分
平成16年度

平成19年度 平成22年度 平成25年度

 標準財政規模（千円）

 財政力指数

 経常収支比率（％）

 公債費負担比率（％）



 

8 

 

３ 盛岡市・玉山村新市建設計画の状況                              

(1) 合併の効果  

ア 自治能力の向上 

合併により，人口が30万人となった新市は，平成20年４月に中核市に移行し，

総合的な行政展開による独自のまちづくりや安定した行政サービスの提供が可

能となったほか，議員・職員数の削減など，行財政運営の効率化が図られました。 

また，専門的な知識を有する職員の育成を進めるなど，職員の政策形成や専門

的な能力の向上を図るとともに，保健所に関する事務など，県から 2,500を超え

る権限の移譲を受け，地方分権社会にふさわしい自己決定・自己責任によるまち

づくりが進められました。 

 

イ 効率的な行財政運営 

行政ニーズに柔軟に対応できる簡素で効率的な組織体制の構築や定員管理の

適正化を図りながら，経営資源配分の最適化や成果重視の経営，強固な行財政基

盤の構築を軸に自治体経営を行うなど，行政経費の軽減が図られるとともに，効

率的な行財政運営が行われました。 

また，経営資源配分の最適化や歳入確保の強化，徹底した歳出の見直しなど，

中期的な収支バランスの均衡を保ちながら，新市建設計画の計画事業を積極的に

推進するなど，重点的な公共投資が行われました。 

 

ウ 新しいまちづくり 

新市が持っている人材や文化，観光，産業などの豊富な地域資源の連携・活用

により，地域産業の振興が図られるとともに，新市の新たな魅力を創造し，盛岡

ブランドとしてその魅力が全国に発信されました。 

また，多様な主体の参画により，協働によるまちづくりが進められたほか，合

併に伴う国や県からの補助金を活用し，旧市村の水準調整を図るとともに，合併

特例債を活用し，新市建設計画の計画事業を推進するなど，都市基盤の整備が進

められ，新市の総合的な発展が図られました。 

これにより，新市は，産業や文化，教育，都市機能など，様々な面で北東北の

拠点機能を有する，中枢拠点都市として，多くの人を引き付け，求心力のあるま

ちとなっています。 
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(2) 新市建設計画の状況 

ア 新市建設計画の変更 

新市建設計画は，平成 18 年度から 27 年度までの 10 年間の計画としていまし

たが，平成 27 年 12 月に市議会での議決を経て，計画期間を平成 36 年度まで延

長しました。 

     これまでの経過は次のとおりです。 

・平成 25年３月 

主要事業に次のとおり２事業を追加しました。 

 

     ・平成 27年 12月 

計画期間を９年間延長し，平成 36年度までとしました。 

また，社会情勢の変化等により整備内容や手法を見直す必要が生じたことか

ら，次のとおり主要事業を変更しました。 

変更前 変更後 

事業名 区域 事業名 区域 

火葬場・斎場整備事業 盛岡玉山 火葬場整備事業 盛岡 

歴史民俗資料館建設事業 玉山 
玉山歴史民俗資料館・石川

啄木記念館整備事業 
玉山 

農村交流センター整備事業 盛岡玉山 農村交流センター整備事業 玉山 

団体営基盤整備促進事業 玉山 農業基盤整備事業 玉山 

渋民駅北地区土地区画整理

事業 
玉山 渋民駅北地区整備事業 玉山 

野中地区土地区画整理事業 玉山 好摩駅西地区整備事業 玉山 

 

  

事業名 区域

生涯スポーツ施設整備事業 盛岡

生出地域エコタウン事業 玉山

変更後（追加）
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イ 新市建設計画主要事業の状況（平成 18年度～平成 27年度） 

平成 18年度から 27年度までの新市建設計画の主要事業 126事業（ハード：93

事業，ソフト：33事業）の事業費の見込額や進捗率，事業着手率などは，次の表

のとおりとなっています。 

ハード事業全体では，当初計画額，約 986 億円に対し，801 億円の実績となる

見込みであり，その進捗率は 81.3％となっています。また，ハード事業の 93 事

業のうち 85事業に着手しており，その着手率は 91.4％となっています。 

 

（投資実績：全体） 

 

  

事業費の状況 H27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

68,944,736 17,441,800 73,445,881 18,246,200 61,928,635 14,258,700 89.8% 90 82 (54) 91.1%

 盛岡　 50,098,777 9,306,100 53,187,178 10,341,800 48,072,005 9,710,800 96.0% 27 27 (18) 100.0%

 玉山 16,165,698 6,462,900 18,474,169 6,966,900 12,121,096 3,610,400 75.0% 57 49 (31) 86.0%

 盛岡玉山 2,680,261 1,672,800 1,784,534 937,500 1,735,534 937,500 64.8% 6 6 (5) 100.0%

29,662,000 0 18,193,749 0 18,193,749 0 61.3% 3 3 (3) 100.0%

 盛岡　 26,365,000 0 16,531,089 0 16,531,089 0 62.7% 1 1 (1) 100.0%

 玉山 3,297,000 0 1,662,660 0 1,662,660 0 50.4% 2 2 (2) 100.0%

98,606,736 17,441,800 91,639,630 18,246,200 80,122,384 14,258,700 81.3% 93 85 (57) 91.4%

― ― ― ― 15,906,178 ― ― 33 32 (6) 97.0%

計 98,606,736 17,441,800 91,639,630 18,246,200 96,028,562 14,258,700 ― 126 117 (63) 92.9%

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

進捗率
(B)/(A)

全体
計画額

【変更後】

計画
事業数

着手
事業数

着手率

ソフト

ハード(一般会計)

ハード(企業会計等)

事業の種類

ハード 計

（単位 千円，事業） 
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  (3) 分野別施策の概要 

   ア 一人ひとりの心がかよう快適な地域社会の形成 

新市の広域化に対応した情報システムや移動通信用の鉄塔を整備するなど，情報

通信基盤整備が促進されるとともに，公共施設のネットワーク化や住民票などの自

動交付，申請・届出のオンライン化，ホームページを利用しての行政情報提供など

利便性の向上と行政の情報化が進められました。また，盛岡中央消防署玉山出張所

の移転新築や消防ポンプ車の計画的な更新など，消防力と救急救助の充実が図られ

るとともに，一級河川南川や準用河川大橋川の改修が進んだほか，町内会へ貸出し

用の小型除雪機を整備するなど，市民の安全・安心な暮らしの確保が推進されまし

た。 

 事業実施の結果，施策「一人ひとりの心がかよう快適な地域社会の形成」におけ

る平成 18年度から 27年度までの投資見込額は，46億４千万円であり，施設整備等

のハード事業については，当初計画に対して 97.6％の進捗率となっています。 

 特に，消防・防災体制の強化の分野では，盛岡中央消防署玉山出張所の移転新築

のほか，釘の平地区及び小貝沢地区にコミュニティ消防施設を建設するとともに，

消防屯所を７箇所，消防ポンプ自動車を 11台更新するなど，消防・防災体制の整備

が図られました。 

 

（投資実績） 

 

 

（指標） 

 

 

 

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

4,520,081 68,900 4,413,567 115,900 4,413,567 115,900 97.6% 9 9 (9) 100.0%

 盛岡　 3,020,000 19,000 2,923,210 19,100 2,923,210 19,100 96.8% 2 2 (2) 100.0%

 玉山 1,390,081 49,900 1,138,154 96,800 1,138,154 96,800 81.9% 6 6 (6) 100.0%

 盛岡玉山 110,000 0 352,203 0 352,203 0 320.2% 1 1 (1) 100.0%

― ― ― ― 229,385 ― ― 1 1 (0) 100.0%

計 4,520,081 68,900 4,413,567 115,900 4,642,952 115,900 ― 10 10 (9) 100.0%

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

ハード(一般会計)

事業の種類

ソフト

全体
計画額

【変更後】

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

消防屯所数 30 箇所 30 箇所 0 箇所

改修済み消防屯所数 0 箇所 9 箇所 9 箇所

(改　修　率) 0.0 ％ 30.0 ％ 30.0 ％

消火栓数 216 基 261 基 45 基

防火水槽(20㎥) ＝ 14 基 13 基 △ 1 基

防火水槽(40㎥) 96 基 113 基 17 基

整備計画数 4 基 4 基 0 基

整　備　数 0 基 4 基 4 基

整　備　率 0.0 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

整備エリアにおける

通話可能人口 ＝ 0 人 359 人 359 人

＝

平成18年度当初
（新市建設計画当初）

平成26年度末 区　　　　　分

　消防水利
　　(私設分を含む)

　消 防 屯 所 改 修 率

　移動通信用施設

＝

合併後の増減
（Ｈ18→Ｈ26）

（単位 千円，事業） 
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   イ 健やかで心と心がふれあう保健医療・福祉の充実 

健康教育や各種がん検診，乳幼児健康診査など，検診の充実による健康づくりや

救急医療機関への支援など，保健・医療体制を充実させるとともに，保健衛生業務

を行うため，盛岡市保健所を整備しました。また，老人クラブ連合会や市立ひまわ

り学園の運営支援，歩行者誘導ブロックの整備など，高齢者や障がい者に優しいま

ちづくりを進めるとともに，子育て支援センター事業や特別保育の実施など，子育

てを支援する体制の整備を進めたほか，老朽化が課題となっていた市営火葬場の建

て替えを行いました。 

事業実施の結果，施策「健やかで心と心がふれあう保健医療・福祉の充実」にお

ける平成 18 年度から 27 年度までの投資見込み額は，164 億７千万円であり，施設

整備等のハード事業については，当初計画に対して 95.9％の進捗率となっています。 

なお，岩手・玉山斎場整備事業は，今後も小規模修繕で対応する予定であること

から，変更後の新市建設計画からは除き，必要に応じ総合計画に位置付けながら整

備を進めることとします。 

 

（投資実績） 

 

 

ウ 未来を築く心豊かな人材の育成 

渋民小学校の改築，巻堀中学校の校舎増築及び大規模改造並びに屋内運動場の建

設をはじめ，市内の小中学校校舎の改築や耐震化，プール改築などの施設整備を進

め，子どもたちの学習環境の整備を推進するとともに，松園地区公民館や玉山地区

公民館，地区集会施設の建設など，生涯学習推進体制の充実に努めました。また，

つなぎ多目的運動場や通年型スケートリンク，太田テニスコート上屋，好摩体育館

など，生涯スポーツ施設の整備を進めるとともに，安倍館遺跡の史跡環境整備など

の歴史文化遺産の保護を進めました。 

事業実施の結果，施策「未来を築く心豊かな人材の育成」における平成 18年度か

ら 27年度までの投資見込額は，149億８千万円であり，施設整備等のハード事業に

ついては，当初計画に対して 83.7％の進捗率となっています。 

 なお，渋民運動公園内のスポーツ施設整備は，渋民体育館の耐震補強工事と併せ

て整備することとし，歴史民俗資料館建設事業は，平成 25年度に市に移管された石

川啄木記念館との複合施設として整備することとしています。 

    

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

4,210,970 3,586,500 4,037,476 3,629,500 4,037,476 3,629,500 95.9% 3 3 (3) 100.0%

 盛岡　 2,645,570 2,161,500 3,002,635 2,692,000 3,002,635 2,692,000 113.5% 2 2 (2) 100.0%

 盛岡玉山 1,500,000 1,425,000 1,034,841 937,500 1,034,841 937,500 69.0% 1 1 (1) 100.0%

― ― ― ― 12,437,066 ― ― 10 10 (1) 100.0%

計 4,210,970 3,586,500 4,037,476 3,629,500 16,474,542 3,629,500 ― 13 13 (4) 100.0%

ハード(一般会計)

ソフト

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

事業の種類 全体
計画額

【変更後】

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

（単位 千円，事業） 
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（投資実績） 

 

 

（指標） 

 

 

エ 環境と調和し快適な暮らしを支える生活環境の整備 

渋民団地と夏間木第１団地において，老朽化した公営住宅の建て替えを進めると

ともに，渋民地区公園の整備やハンギングバスケットなどによる花と緑のガーデン

都市づくりを進めました。また，釘の平地区の一般廃棄物処分場の再整備を行い，

廃棄物の適正処理に努めているほか，旧玉山村域において，自然環境の保全や野生

動植物の保護のための基礎調査を行いました。 

事業実施の結果，施策「環境と調和し快適な暮らしを支える生活環境の整備」に

おける平成 18年度から 26年度までの投資見込額は，25億円であり，施設整備等の

ハード事業については，当初計画に対して 101.4％の進捗率となっています。 

 合併した当初と比べ，１人当たりの公園面積は 2.65㎡から 3.88㎡に 46.4％増加

しています。 

なお，生出地域エコタウン事業は，平成 24 年度に追加した事業ですが，関係者と

の調整に時間を要していることから，整備期間を延長することとしています。 

 

 

 

 

 

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

15,857,606 8,727,900 16,263,686 9,928,600 13,266,480 7,688,700 83.7% 17 16 (10) 94.1%

 盛岡　 10,745,418 6,181,500 10,317,189 6,157,800 9,382,421 5,526,800 87.3% 6 6 (3) 100.0%

 玉山 4,766,527 2,546,400 5,780,439 3,770,800 3,767,001 2,161,900 79.0% 10 9 (7) 90.0%

 盛岡玉山 345,661 0 166,058 0 117,058 0 33.9% 1 1 (0) 100.0%

― ― ― ― 1,713,910 ― ― 7 7 (1) 100.0%

計 15,857,606 8,727,900 16,263,686 9,928,600 14,980,390 7,688,700 ― 24 23 (11) 95.8%

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

事業の種類 全体
計画額

【変更後】

ソフト

ハード(一般会計)

学　校　数 8 校 6 校 △ 2 校

校舎等の耐震化率 ＝ 47.8 ％ 88.6 ％ 40.8 ％

児童数（H18.5.1) 720 人 582 人（H27.5.1) △ 138 人

学　校　数 4 校 3 校 △ 1 校

校舎等の耐震化率 ＝ 53.3 ％ 83.9 ％ 30.6 ％

生徒数（H18.5.1) 401 人 340 人（H27.5.1) △ 61 人

施　設　数 7 箇所 7 箇所 0 箇所

改修済み施設数 0 箇所 7 箇所 7 箇所

(改　修　率) 0.0 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

0 館改修済み施設数 0 館

平成18年度当初
（新市建設計画当初）

＝

平成26年度末 

　中学校

　小学校

　地区コミュニティセンター

区　　　　　分

　博物館施設

＝

合併後の増減
（Ｈ18→Ｈ26）

0 館

（単位 千円，事業） 
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（投資実績） 

 

 

（指標） 

 

 

   オ 豊かで活力のあるまちをつくる産業の振興 

豊かな自然や歴史・文化，特産品などを活用し，魅力ある観光地づくりを進める

とともに，盛岡ブランド推進計画に基づく特産品の開発や果樹，肉牛などの農畜産

物のブランド化，鉈屋町・大慈寺地区における歴史的まち並みの保存活用などを推

進したほか，岩手大学構内に産学官連携研究センターコラボＭＩＵを整備し，産学

官や異業種間の連携による新しい産業の創出に努めました。また，競争力のある農

業の振興を図るため，生産基盤の整備を進めたほか，薮川地区に農村交流センター

を，玉山地区に有機物資源活用センターを建設するなど，生産者・消費者の多様な

交流を促進するとともに，６次産業化への支援や循環型農業の展開を図りました。 

さらに，森林の持つ公益的機能を発揮するため，森林の適正管理を推進するとと

もに，地域産木材の利用拡大として，市産材で渋民小学校を建設したほか，市有林

造成事業を行いました。 

事業実施の結果，施策「豊かで活力のあるまちをつくる産業の振興」における平

成 18年度から 27年度までの投資見込額は，29億円であり，施設整備等のハード事

業については，当初計画に対して 42.7％の進捗率となっています。 

 なお，ものづくり産業支援事業は，用地の選定や事業内容の見直しを図りながら

進めることとし，道の駅設置事業及び農業基盤整備事業は，関係機関等との調整に

時間を要していることから，整備期間を延長することとしています。 

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

2,403,180 0 2,851,040 394,500 2,435,900 39,800 101.4% 6 6 (5) 100.0%

 玉山 2,283,380 0 2,705,612 394,500 2,290,472 39,800 100.3% 5 5 (4) 100.0%

 盛岡玉山 119,800 0 145,428 0 145,428 0 121.4% 1 1 (1) 100.0%

― ― ― ― 60,958 ― ― 2 2 (1) 100.0%

計 2,403,180 0 2,851,040 394,500 2,496,858 39,800 ― 8 8 (6) 100.0%

ハード(一般会計)

ソフト

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

事業の種類 全体
計画額

【変更後】

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

公園整備面積 3.63 ha 4.84 ha 1.21 ha

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人 △ 1,236 人

2.65 ㎡ 3.88 ㎡ 1.23 ㎡

住宅戸数 113 戸 105 戸 △ 8 戸

うち 建替え戸数 2 戸 47 戸 45 戸

1.8 ％ 44.8 ％ 43.0 ％

　廃棄物処理施設 処理計画人口 ＝ 13,708 人 12,472 人 △ 1,236 人

処理人口 8,053 人 3,243 人 △ 4,810 人

処　理　率 58.7 ％ 26.0 ％ △ 32.7 ％

年間総排出量 ＝ 5,374 Kl 4,294 Kl △ 1,080 Kl

0.67 Kl 1.32 Kl 0.66 Kl

処理人口 13,708 人 12,472 人 △ 1,236 人

年間総排出量 3,516 ｔ 3,874 ｔ 358 ｔ

0.26 t 0.31 t 0.05 t

＝

＝

(建替え比率)

＝

(公園整備面積/住民基本台帳人口)

(１人当り年間排出量)

平成18年度当初
（新市建設計画当初）

　公営住宅

　廃棄物処理施設（し尿）　　

(１人当り年間排出量)

平成26年度末 区　　　　　分

　１人当たり公園面積

　廃棄物処理施設（ごみ）　　

合併後の増減
（Ｈ18→Ｈ26）

（単位 千円，事業） 
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（投資実績） 

 

 

（指標） 

 

 

  カ 多様な交流を支える都市基盤の整備 

 盛岡駅西口地区において，土地区画整理事業や東西自由通路などの整備を進める

とともに，北東北の拠点として，魅力ある職・住環境を目指し，盛岡南地区都市開

発整備事業などの市街地整備を行いました。また，円滑な交通基盤の確立を図るた

め，都市計画道路や市道などの整備を進めるとともに，厨川駅地下自由通路やＩＧ

Ｒ好摩駅東西連絡通路，好摩駅西口広場を整備したほか，枡沢橋の架け替えなどを

進めました。 

 さらに，旧盛岡市域，旧玉山村域において，市街地を中心として公共下水道の整

備を進めるとともに，公共下水道の整備地域以外の地域では，浄化槽の設置を進め

ました。 

事業実施の結果，施策「多様な交流を支える都市基盤の整備」における平成 18

年度から 27年度までの投資見込額は，545億４千万円であり，施設整備等のハード

事業については，当初計画に対して一般会計で 94.6％，企業会計で 61.3％の進捗率

となっています。 

また，合併した当初と比べ，公共下水道の普及率は 15.6％から 42.4％と 26.8％

増加しています。 

なお，盛岡駅西口地区駐車場整備事業については，駐車場の需要などを把握でき

ないことから，変更後の新市建設計画からは除き，必要に応じ総合計画に位置付け

ながら整備を進めることとします。 

渋民駅北地区土地区画整理事業及び野中土地区画整理事業補助金については，区

画整理の手法での整備を見直し，道路を中心として整備することとしています。 

ＩＧＲ下田駅設置事業については，変更後の新市建設計画へ位置付け，設置の可

能性について引き続き検討を行なっていくこととしています。 

水道未普及地域解消事業については，地元の意向を踏まえ，飲料水供給施設の建

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

3,685,710 1,603,100 2,760,215 1,723,700 1,572,840 880,900 42.7% 17 13 (7) 76.5%

 盛岡　 988,000 469,300 774,661 381,100 774,661 381,100 78.4% 1 1 (1) 100.0%

 玉山 2,259,310 886,000 1,960,475 1,342,600 773,100 499,800 34.2% 15 11 (5) 73.3%

 盛岡玉山 438,400 247,800 25,079 0 25,079 0 5.7% 1 1 (1) 100.0%

― ― ― ― 1,324,448 ― ― 9 9 (2) 100.0%

計 3,685,710 1,603,100 2,760,215 1,723,700 2,897,288 880,900 ― 26 22 (9) 84.6%

ソフト

ハード(一般会計)

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

事業の種類 全体
計画額

【変更後】

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

　農　道 改良済み延長 ＝ 11,291 m 11,289 m △ 2 m

平成18年度当初
（新市建設計画当初）

平成26年度末 区　　　　　分
合併後の増減
（Ｈ18→Ｈ26）

（単位 千円，事業） 
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設に代わる飲用井戸等整備補助事業として実施することとしています。 

    

（投資実績） 

 

 

（指標） 

 

事業費の状況 Ｈ27末までの事業着手等の状況

合併特例債
【変更前】

合併特例債
【変更後】

合併特例債
(うち
完了)

38,267,189 3,455,400 43,119,897 2,454,000 36,202,372 1,903,900 94.6% 38 35 (20) 92.1%

 盛岡　 32,699,789 474,800 36,169,483 1,091,800 31,989,078 1,091,800 97.8% 16 16 (10) 100.0%

 玉山 5,401,000 2,980,600 6,889,489 1,362,200 4,152,369 812,100 76.9% 21 18 (9) 85.7%

 盛岡玉山 166,400 0 60,925 0 60,925 0 36.6% 1 1 (1) 100.0%

29,662,000 0 18,193,749 0 18,193,749 0 61.3% 3 3 (3) 100.0%

 盛岡　 26,365,000 0 16,531,089 0 16,531,089 0 62.7% 1 1 (1) 100.0%

 玉山 3,297,000 0 1,662,660 0 1,662,660 0 50.4% 2 2 (2) 100.0%

― ― ― ― 140,411 ― ― 4 3 (1) 75.0%

計 67,929,189 3,455,400 61,313,646 2,454,000 54,536,532 1,903,900 ― 45 41 (24) 91.1%

ハード(一般会計)

ソフト

ハード(企業会計等)

全体
計画額

【変更前】(A)

Ｈ27末までの
見込額

(B)

事業の種類 全体
計画額

【変更後】

進捗率
(B)/(A)

着手
事業数

着手率
計画

事業数

市街化区域面積 307 ha 319 ha 12 ha

行政区域内面積 39,732 ha 39,732 ha 0 ha

0.8 ％ 0.8 ％ 0.0 ％

計画区域面積 51 ha 51 ha 0 ha

整備面積 25 ha 28 ha 3 ha

認可区域面積 28 ha 28 ha 0 ha

49.0 ％ 54.9 ％ 5.9 ％

89.3 ％ 100.0 ％ 10.7 ％

面　　積 ＝ 159.0 ha 171.1 ha 12 ha

0.4 ％ 0.4 ％ 0.0 ％

改良済延長 238,094 m 273,129 m 35,035 m

実　延　長 302,028 m 337,354 m 35,326 m

78.8 ％ 81.0 ％ 2.13 ％

舗装延長 235,935 m 273,503 m 37,568 m

実　延　長 302,028 m 337,354 m 35,326 m

78.1 ％ 81.1 ％ 2.96 ％

延べ延長 ＝ 13,636 m 19,200 m 5,564 m

4.5 ％ 5.7 ％ 1.18 ％

橋　梁　数 91 箇所 91 箇所 0 箇所

木　　橋 0 箇所 0 箇所 0 箇所

100.0 ％ 100.0 ％ 0.0 ％

給水人口 9,789 人 9,185 人 △ 604 人

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人 △ 1,236 人

71.4 ％ 73.6 ％ 2.2 ％

処理区域内人口 2,142 人 5,282 人 3,140 人

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人 △ 1,236 人

15.6 ％ 42.4 ％ 26.8 ％

水洗化人口 ＝ 1,630 人 3,383 人 1,753 人

11.9 ％ 27.1 ％ 15.2 ％

76.1 ％ 64.0 ％ △ 12.0 ％

排水区域内人口 642 人 576 人 △ 66 人

計画区域内人口 642 人 576 人 △ 66 人

100.0 ％ 100.0 ％ 0.0 ％

水洗化人口 611 人 555 人 △ 56 人

計画区域内人口 642 人 576 人 △ 66 人

95.2 ％ 96.4 ％ 1.2 ％

（市街化区域面積/行政区域内面積）

＝

＝

＝

(処理区域内人口に占める割合)

(計画区域内人口に占める割合)

＝

(計画区域内人口に占める割合)

＝

(整備面積/計画区域面積)

(整備面積/認可区域)

（改良済延長/実延長）

平成18年度当初
（新市建設計画当初）

＝

　橋　梁

＝

　公共下水道普及率　

　市道歩道整備延長

　開発許可

　市  道  改  良  率

＝

(行政区域内人口に占める割合)

(行政区域内人口に占める割合)

＝

　市街化区域率

　市  道  舗  装  率

　水　道　普　及　率

　区画整理面積

　公共下水道水洗化普及率　

　農業集落排水普及率　

　農業集落排水水洗化普及率　

(行政区域内人口に占める割合)

(市道実延長に占める割合)

(市道実延長に占める割合)

平成26年度末 区　　　　　分

(永久橋比率)

(行政区域内面積に占める割合)

合併後の増減
（Ｈ18→Ｈ26）

（単位 千円，事業） 
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  キ 健全な行財政運営と自治能力の向上 

中核市移行に伴い，保健所に係る事務や廃棄物の排出抑制及び適正処理に関する

事務，屋外広告物の表示又は設置の許可等に関する事務など，市民生活に密着した

分野の事務が県から移譲され，これまでより迅速で効率的なサービスの提供が可能

となりました。 

また，新たな行政課題や多様化する行政ニーズに柔軟に対応できる簡素で効率的

な組織体制の構築や定員管理の適正化に努めるとともに，パブリックコメントの実

施や審議会・委員会の開催，アンケート調査，市民モニターなど様々な手法を用い

て市民参画を推進し，多様な主体が参画するまちづくりに努めながら，経営資源配

分の最適化及び成果重視の経営，強固な行財政基盤の構築を軸に自治体経営を行い

ました。 

 さらに，県都として，北東北の交流拠点都市としての役割を果たすとともに，新

市の枠を超えて，新たに連携中枢都市圏の形成を図るなど，広域的な連携を推進し

ています。  
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４ 合併協定事項の履行状況                                 

合併時に策定した合併協定について，各事項の履行状況を次のとおり取りまとめま

した。 

 協定事項 履行状況 

１ 合併の方式 

合併の方式は，岩手郡玉山村を廃し，その区域を盛岡

市に編入する編入合併とする。 

 

左記のとおり履行 

２ 合併の期日 

合併の期日は，平成18年1月10日とする。 

 

左記のとおり履行 

３ 新市の名称 

合併後の新市の名称は，盛岡市とする。 

 

左記のとおり履行 

４ 新市事務所の位置 

(1) 新市事務所の位置は，現盛岡市役所（盛岡市内丸

12番２号）とする。 

(2) 玉山村の現庁舎は，総合支所の機能を有する施設

として活用する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

５ 財産及び債務の取扱い 

(1) 玉山村の財産及び債務は，すべて盛岡市に引き継

ぐものとする。 

(2) 盛岡市に置かれている財産区は，現行どおりとす

る。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

６ 議員の定数及び任期の取扱い 

(1) 玉山村の議会の議員は，市町村の合併の特例に関

する法律（昭和40年法律第６号。以下「合併特例法」

という。）第７条第１項第２号の規定を適用し，盛

岡市の議会の議員の任期である平成19年５月１日

までは，引き続き盛岡市の議会の議員として在任す

る。 

(2) 合併後初めてその期日を告示される一般選挙か

ら，地方自治法（昭和22年法律第67号）第91条第４

項の規定により盛岡市の議会の議員の定数は，42人

とする。 

(3) 在任特例期間における玉山村の議会の議員であ

った者の報酬については，月額224,000円とする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

７ 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 

(1) 玉山村の農業委員会は，盛岡市の農業委員会に統

合する。 

(2) 玉山村の農業委員会の選挙による委員について

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 
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は，合併特例法第８条第１項第２号の規定を適用

し，盛岡市の農業委員会の委員の任期である平成20

年７月19日までは，引き続き 盛岡市の農業委員会

の選挙による委員として在任する。 

(3) 選挙区の数及び各選挙区の定数については，新市

において協議して定める。 

(4) 在任特例期間における玉山村の農業委員会の委

員であった者の報酬については，２市村の長が別に

協議して定める。 

 

 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

８ 地方税の取扱い 

地方税については，２市村で取扱いが同じものについ

ては現行どおりとし，差異のあるものは次のとおりと

する。 

(1) 市村民税については，法人税割を合併年度及びこ

れに続く５年度は不均一課税とし，その後，盛岡市

の例により統合する。普通徴収納期及び減免規定に

ついては，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に

盛岡市の例により統合する。 

(2) 固定資産税の納期及び減免規定については，合併

時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例によ

り統合する。 

(3) 都市計画税は，玉山村については，合併年度及び

これに続く５年度は課税しないものとし，その後，

盛岡市の例により再編する。 

(4) 軽自動車税については，納期及び減免規定は，合

併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例に

より統合する。標識弁償金は，合併時に盛岡市の例

により統合する。 

(5) 鉱産税については，合併時に廃止する。 

(6) 入湯税の減免規定については，合併時は現行どお

りとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

(7) 国民健康保険税については，合併年度及びこれに

続く５年度は不均一課税とし，この期間に段階的に

税率を調整する。 

・軽減措置については，盛岡市の課税割合の平準化

を行い，合併時までに玉山村の適用割合に統一す

る。 

・減免規定については，合併時は現行どおりとし，

合併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

 

  左記のとおり履行 

 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

(6) 左記のとおり履行 

 

(7) 平成23年度に統一 

 

 

・平成23年度に統一 

 

 

・左記のとおり履行 
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９ 一般職の職員の身分の取扱い 

(1) 玉山村の職員は，すべて盛岡市の職員として引き

継ぐものとする。 

(2) 職員数については，定員適正化計画を策定し，適

切な定員管理に努めるものとする。 

(3) 職員の任免，給与その他身分の取扱い等について

は，公正に取り扱うものとし，その細目は２市村の

長が，別に協議して定めるものとする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

10 地域自治制度の取扱い 

・合併特例法第５条の５第１項の規定に基づき，地域

自治区を設置する。 

・また，合併特例法第５条の５及び第５条の６に規定

する地域自治区に関し必要な事項は，「地域自治区の

設置等に関する協議書」によるものとする。 

 

・左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行 

11 特別職の身分の取扱い 

玉山村の特別職の身分の取扱いについては，２市村の

長が別に協議して定めるものとする。 

 

左記のとおり履行 

12 条例，規則等の取扱い 

玉山村の条例等は効力を失うため，盛岡市において次

のとおり整備する。 

(1) 合併協議会で承認された各種事務事業の調整方

針に基づき，条例等の改正又は新設を行うものとす

る。 

(2) 玉山村の事務事業を引き継ぎ，あるいは廃止する

ための経過措置を設けるものとする。 

(3) 公の施設について，盛岡市の施設として設置する

ため，条例等の改正又は新設を行うものとする。 

 

 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

13 事務組織及び機構の取扱い 

(1) 新市の組織及び機構については，次の事項に基づ

き整備する。 

ア 住民サービスの低下を招かないよう十分配慮し

た組織及び機構とする。 

イ 住民にわかりやすく，利用しやすい組織及び機

構とする。 

ウ 地方分権や新たな行政課題に迅速かつ的確に対

応できる組織及び機構とする。 

エ 簡素で効率的な組織及び機構とするため，住民

生活に直接影響を与えない管理部門及び事務事

業の遂行上より効果的に進めることが可能と判

 

(1) 

 

ア 左記のとおり履行 

 

イ 左記のとおり履行 

 

ウ 左記のとおり履行 

 

エ 左記のとおり履行 
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断される部門については，合併時に統合するとと

もに，住民生活に急激な変化を来すことのないよ

う配慮の上，段階的に再編及び見直しを図る。 

(2) 玉山総合事務所の組織及び機構については，次の

事項に基づき整備する。 

ア 住民生活に密着した窓口業務の執行並びに地域

振興策及びコミュニティ施策を推進する組織及

び機構とする。 

イ 巻堀出張所，玉山出張所及び薮川出張所は，出

張所として存続させる。 

(3) 附属機関については，次の事項に基づき整備す

る。 

ア ２市村に置かれている附属機関は，原則として

統合する。なお，独自に置かれている附属機関に

ついては，実態を考慮して整備する。 

イ 委員構成については，２市村の長が地域性に配

慮しながら別に協議して定めるものとする。 

 

 

 

(2) 

 

ア 左記のとおり履行 

 

 

イ 左記のとおり履行 

 

(3) 

 

ア 左記のとおり履行 

 

 

イ 左記のとおり履行 

 

14 一部事務組合等の取扱い 

(1) 盛岡地区広域行政事務組合，岩手県市町村総合事

務組合及び岩手県自治会館管理組合については，玉

山村は，合併の日の前日をもって脱退する。 

(2) 盛岡北部行政事務組合については，玉山村は，合

併の日の前日をもって脱退し，玉山村に係る介護保

険事務については，合併の日から平成18年３月31日

までの間は当該組合へ委託し，玉山村に係るし尿処

理については，合併の日から盛岡市として加入す

る。 

(3) 岩手・玉山環境組合については，玉山村は，合併

の日の前日をもって脱退し，合併の日から盛岡市と

して加入する。 

(4) 盛岡地区衛生処理組合，紫波，稗貫衛生処理組合，

盛岡・紫波地区環境施設組合，矢櫃山造林一部事務

組合及び盛岡市・矢巾町都市計画事業等組合につい

ては，現行どおりとする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

15 使用料，手数料等の取扱い 

(1) 税務証明手数料については，納税証明書，課税（所

得）証明書，固定資産課税台帳の閲覧手数料，納付

証明書及び営業証明書は，合併時に盛岡市の例によ

り統合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 
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・資産証明書は，合併時に，証明書1枚ごと300円に再

編する。住宅用家屋証明書は，現行どおりとする。 

(2) 戸籍証明手数料については，現行どおりとする。 

(3) 住民票の写し交付手数料，印鑑登録証交付手数料

及び印鑑登録証明書交付手数料については，合併時

に盛岡市の例により統合する。 

(4) 火葬場使用料，墓地使用料，ごみ処理手数料，し

尿処理手数料及び公営住宅使用料については，現行

どおりとする。 

(5) 飲料水供給施設使用料については，合併時は現行

どおりとし，合併後５年を目途に調整を図る。 

(6) 水道使用料及び水道加入金については，合併時は

現行どおりとし，合併後５年を目途に盛岡市の例に

より統合する。 

(7) 下水道使用料については，基本料金，超過従量料

金及び上水道以外の認定汚水量は，合併時に盛岡市

の例により統合する。ただし，玉山村の大口需要者

（51㎥／月以上）に対する経過措置を設ける。 

・公衆浴場汚水及び臨時汚水は，合併時に盛岡市の

例により再編する。 

(8) 農業集落排水使用料については，合併時に盛岡市

の例により統合する。 

(9) 汚水処理施設使用料については，合併時に盛岡市

の例により再編する。 

(10) 幼稚園の保育料及び入園料については，合併時

は現行どおりとし，平成18年度から調整を行い，平

成20年度に盛岡市の制度に統合する。 

・左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 平成18年度に盛岡市

の制度に統合 

(6) 水道使用料は平成27

年度に，水道加入金は平

成25年度に統合 

(7) 左記のとおり履行 

 

 

 

・左記のとおり履行 

 

(8) 左記のとおり履行 

 

(9) 左記のとおり履行 

 

(10)左記のとおり履行 

16 公共的団体等の取扱い 

(1) 厚生社会事業団体の保健推進員協議会及び食生

活改善推進員団体連絡協議会については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統

合する。 

・献血推進協議会は，合併時は現行どおりとし，合

併翌年度に盛岡市の例により再編する。 

・民生児童委員連絡協議会，社会福祉協議会及び日

本赤十字社は，合併時に統合する。 

 

・老人クラブ連合会は，合併時は現行どおりとし，

合併翌年度に盛岡市の例により統合する方向で各

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

・左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行。社会

福祉協議会は平成18年３

月１日に統合 

・平成18年４月１日に統合 
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老人クラブ連合会と協議する。 

(2) 産業経済団体の農業協同組合，土地改良区，牧野

組合，森林組合，工業団地組合及び財団法人につい

ては，現行どおりとする。 

・観光協会及び商工会議所（商工会）については，

合併後に統合の方向で，２団体で協議する。 

 

 

・文化事業団体の青年団体協議会，女性団体協議会，

ＰＴＡ連絡協議会及び体育協会については，合併時

は現行どおりとし，合併後に統合するよう調整に努

めるものとする。 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

・観光協会は平成19年４月

１日に統合 

・商工会議所は平成20年４

月１日に統合 

・青年団体協議会は合併時

の現状を維持（H18休止） 

・女性団体協議会は平成19

年４月１日に統合 

・ＰＴＡ連絡協議会は平成

18年４月１日に統合 

・体育協会は平成18年４月

１日に統合 

17 補助金，交付金等の取扱い 

補助金，交付金等の取扱いは，「補助金，交付金等調

整一覧表」のとおりとする。 

 

39ページに掲載 

18 町名・字名の取扱い 

(1) 町・字の名称及び区域は，原則現行どおりとする。

ただし，玉山村の「大字」の二字を削除して簡素化

を図る。 

(2) 地域自治区の設置期間は，玉山村の住所の表示に

地域自治区の名称「玉山区」を冠する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

19 慣行の取扱い 

(1) 市村章については，合併時に盛岡市の市章に統一

する。 

(2) 花，木，鳥及び市村民歌については，合併時に盛

岡市の制度に統一する。ただし，玉山村の花「すず

らん」は，合併後においても観光情報の発信などに

十分に活用する。 

(3) 市民憲章については，合併後に検討する。 

(4) 非核宣言及び安全宣言については，合併時に盛岡

市の例を基本に統一する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

 

(3) 合併時の現状を維持 

(4) 左記のとおり履行 

20 国民健康保険事業の取扱い 

(1) 保険証の発行については，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に年１回，８月更新に統一する。 

(2) 給付については，出産費は現行どおりとし，葬祭

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 
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費は合併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市

の例により統合する。 

(3) 高額療養費貸付制度については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合す

る。 

(4) 出産費資金貸付制度については，現行どおりとす

る。 

(5) 人間ドック助成については，合併時は現行どおり

とし，合併翌年度に再編する。 

 

 

(3)左記のとおり履行 

 

 

(4)左記のとおり履行 

 

(5)左記のとおり履行 

21 介護保険事業の取扱い 

(1) 介護保険の審査認定については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合す

る。 

(2) 保険料については，合併時は不均一賦課とし，合

併翌年度に再編する。 

(3) 保険料の納期及び減免基準については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統

合する。 

(4) 保険料の督促手数料については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に玉山村の例により統合す

る。 

(5) 介護保険事業計画については，合併時は現行どお

りとし，合併翌年度に再編する。 

(6) 介護保険運営協議会の委員については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

(6) 左記のとおり履行 

 

22 消防団の取扱い 

(1) 組織については，定員は，合併時に２市村の定員

の総和とする。 

・分団数は，合併時に２市村の分団数の総和を基本

としつつ，分団規模を適正化する。 

・団長の任期及び定年制は，合併時に盛岡市の制度

に合わせる。 

(2) 報酬等については，合併時に盛岡市の制度に合わ

せる。ただし，報酬については，合併年度は現行ど

おりとする。 

(3) 服制については，訓練服は，合併時に新仕様の服

制に統一する。半天は，合併時に玉山村の制度に合

わせる。 

(4) 分団等に対する補助金については，合併時は現行

 

(1) 左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 
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どおりとし，合併翌年度に盛岡市の制度に合わせ

る。 

(5) 行事大会等については，合併時に盛岡市の制度を

基本として再編する。 

(6) 婦人防火クラブ及び婦人消防協力隊については，

現行どおりとする。 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

(6) 左記のとおり履行 

23 行政区の取扱い 

(1) 行政区数については，現行どおりとする。 

(2) 行政連絡員の委嘱内容及び報酬については，合併

時は現行どおりとし，平成19年度を目途に再編す

る。 

(3) 自治会連合会については，当面現行どおりとし，

関係団体と一本化に向けて協議を進める。 

(1) 左記のとおり履行 

(2) 合併時に委嘱内容及

び名称を地区担当員に

統合し，報酬は合併前の

制度内容を維持（H27で

地区担当員を廃止） 

(3) 左記のとおり履行 

24 電算システムの取扱い 

電算システムについては，住民生活に影響が生じない

ように，次により統合する。 

(1) 基幹系システムについては，庁内ＬＡＮは，合併

時に統合する。住民記録等システム，住民登録外管

理システム及び税システムは，合併時に盛岡市のシ

ステムに統合する。 

(2) 内部情報系システムについては，総合行政ネット

ワーク（ＬＧＷＡＮ）は，合併時に統合する。財務

会計，グループウェアシステムなどは，合併時に盛

岡市のシステムに統合する。 

(3) 個別の業務システムについては，合併時に盛岡市

のシステムに統合することを基本とする。 

 

 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

25 事務事業の取扱い  

25-1 女性施策推進事業 

(1) 女性行動計画は，合併後１年を目途に盛岡市の例

により再編する。 

 

(2) 盛岡市の女性センターについては，合併後，全地

域を対象とする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

（H18盛岡市男女共同参画

計画を改訂） 

(2) 左記のとおり履行 

25-2 姉妹都市，国際交流事業 

姉妹都市交流及び国際交流協会は，合併時に盛岡市の

例により再編する。 

 

左記のとおり履行 

25-3 地域情報化事業 

(1) テレビ難視聴解消事業は，現行どおりとする。 

(2) ＩＴ講習会は，現行どおり継続する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

(2) 左記のとおり履行 
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25-4 広報広聴事業 

(1) 広報紙については，合併時に盛岡市の例により統

合する。 

(2) 「声の広報もりおか」，「点字広報もりおか」及び

「もりおか暮らしの便利帳」については，合併時に

盛岡市の例により再編する。 

(3) ホームページについては，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

(4) 住民意識調査等については，盛岡市の例により統

合，再編する。 

(5) 地区懇談会については，盛岡市の例により統合す

る。ただし，玉山村のまちづくり懇談会については，

４地区（玉山，薮川，渋民，巻堀）で開催する。 

(6) 「くらしの法律相談」については，合併時に盛岡

市の例により再編する。 

(7) 議会広報紙については，合併時に盛岡市の例によ

り統合する。 

(8) 「点字議会だより」及び「声の議会だより」につ

いては，合併時に盛岡市の例により再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

 

(6) 左記のとおり履行 

 

(7) 左記のとおり履行 

 

(8) 左記のとおり履行 

25-5 納税関係事業 

(1) 納税貯蓄組合については，補助金は，合併時に盛

岡市の例により統合することとし，納税連絡員は，

合併時は現行どおりとし，合併翌年度に制度を廃止

する。 

(2) 納税貯蓄組合連合会については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合する

こととし，補助金は，県補助金の額及び連合会の事

業内容に応じて交付する。 

(3) 口座振替については，２市村が指定している取扱

金融機関すべてで取扱いが可能となるように合併

時に指定する。申請方法及び振替期日は，現行どお

りとする。 

(4) 督促手数料については，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に玉山村の例により統合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

（H20事業廃止） 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

（H20事業廃止） 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

25-6 消防防災関係事業 

(1) 消防体制及び消防施設については，現行どおりと

する。ただし，消防車両の更新基準については，合

併時に盛岡市の基準に統一する。 

(2) 災害警戒本部及び災害対策本部については，合併

(1) 同報系無線は旧玉山村分を平成33年

度までに更新予定，旧盛岡市分につい

ては防災ラジオの普及等による緊急情

報の伝達体制の整備を進める。移動系

無線は左記のとおり履行 
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時に盛岡市の制度に統合する。 

(3) 防災無線については，合併時は現行どおりとし，

合併後に整理統合する。 

(4) 防災訓練については，合併時に盛岡市の例により

再編する。 

(5) 自主防災組織については，当面現行どおりとす

る。 

(2) 左記のとおり履行 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

(5) 左記のとおり履行 

25-7 交通対策事業 

(1) 総合交通に係る負担金，補助金については，現行

どおりとする。 

(2) 審議会等については，合併時に盛岡市の例により

統合又は再編する。 

(3) 交通指導員については，合併時に盛岡市の例によ

り統合する。 

(4) 交通安全協会，交通安全母の会など交通安全組織

については，現行どおりとする。 

(5) 県民交通災害共済に係る事務については，現行ど

おりとする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

(5) 左記のとおり履行 

25-8 窓口業務 

(1) 土曜日及び日曜日の窓口業務については，現行ど

おりとする。 

(2) 玉山村への自動交付機の設置については，システ

ムの統一後に検討する。 

 

 

(3) 窓口の開設時間の延長については，合併時は現行

どおりとし，システムの統一後に自動交付機の稼動

状況を見て検討する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2)玉山総合事務所に住民

票・印鑑登録証明書自動

交付機を平成18年６月13

日に設置 

(3) 合併時の現状を維持 

 

25-9 保健事業 

(1) 医療費助成事業の乳幼児，妊産婦，重度心身障害

者，一人暮らし老人及び母子家庭については，合併

時に盛岡市の例により統合し，寡婦，身体障害者及

び老人については，合併時に盛岡市の例により再編

する。 

(2) 母子保健事業の相談･教室については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に再編する。 

(3) 母子保健事業の乳児･幼児の健康診査及び成人健

康診査については，合併時は現行どおりとし，合併

後３年を目途に再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 平成20年度に盛岡市の

例により統合 
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(4) 精神保健事業の精神障害者居宅生活支援事業に

ついては，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に

盛岡市の例により統合する。 

(5) 在宅難病患者支援事業については，合併時は現行

どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例により再編す

る。 

(6) 歯科保健事業については，合併時は現行どおりと

し，合併後３年を目途に再編する。 

・成人歯科健康診査は，合併翌年度に盛岡市の例に

より再編する。 

(7) 予防接種事業については，合併時は現行どおりと

し，合併後３年を目途に再編する。 

・幼児インフルエンザは，合併時は現行どおりとし，

合併翌年度に盛岡市の例により再編する。 

(8) 在宅当番医制は，合併時は現行どおりとし，合併

後３年を目途に盛岡市の例により統合する。 

(9) 患者輸送業務については，合併時は現行どおりと

し，合併後３年を目途に再編する。 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

 

(6) 平成20年度に盛岡市の

例により統合 

 

 

(7) 平成19年度に盛岡市の

例により統合 

・ 左記のとおり履行 

 

(8) 平成19年度に盛岡市の

例により統合 

(9) 合併時の現状を維持 

25-10 衛生事業 

(1) 火葬場・斎場については，現行どおりとする。 

(2) 飲料水供給施設については，合併時は現行どおり

とし，合併後５年を目途に管理形態について調整を

図るものとする。 

(3) 墓地については，現行どおりとする。 

(4) 狂犬病予防については，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

(2) 合併時の現状を維持 

 

 

(3) 左記のとおり履行 

(4) 左記のとおり履行 

25-11 障害者福祉事業 

(1) 短期入所，ホームヘルプ及びデイサービス事業に

ついては，同一制度なので現行どおりとする。 

(2) 福祉タクシー助成事業については，合併時に盛岡

市の例により再編する。 

(3) 障害者計画については，合併時は現行どおりと

し，平成 19年度に再編する。 

(4) 身体障害者生活支援事業，手話通訳者設置事業及

びリフト付福祉バス運行事業については，合併時に

盛岡市の例により再編する。 

(5) 障害者住宅整備資金貸付事業及び母子通園事業

については，合併時は現行どおりとし，合併翌年度

に盛岡市の例により再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 「障害者住宅整備資金

貸付事業」は合併時に盛

岡市の例により統合。 
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「母子通園事業」は左記

のとおり履行。 

25-12 高齢者福祉事業 

(1) 老人クラブ助成事業については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合す

る。 

(2) 敬老事業の敬老会及び長寿祝金品については，合

併時は現行どおりとし，合併後３年を目途に再編す

る。 

 

(3) 生きがい活動支援通所事業については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の制度を基本

として再編する。 

(4) 家族介護支援事業の在宅ねたきり高齢者等紙お

むつ支給事業については，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

(5) 在宅介護支援センター事業については，合併時は

現行どおりとし，合併翌年度に基幹型在宅介護支援

センターを統合する。 

(6) 高齢者の生きがいと健康づくり推進事業の高齢

者教養講座及び健康生きがい講座については，合併

時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例によ

り統合し，スポーツ振興事業については，合併時に

盛岡市の例により統合する。 

(7) 高齢者住宅整備資金貸付事業については，合併時

に盛岡市の例により再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 「敬老会」は平成19年

度に廃止。「長寿祝金品」

は平成20年度に盛岡市の

例により統合。 

(3) 平成18年度に盛岡市の

例により統合 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

 

(6) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

(7) 左記のとおり履行 

25-13 児童福祉事業 

児童館及び学童保育事業の運営については，現行どお

りとする。 

・保育料については，合併後３年を目途に再編する。 

 

左記のとおり履行 

 

・ 平成18年度に盛岡市の制

度に統合 

25-14 保育事業 

(1) 保育料については，合併時は現行どおりとし，合

併後５年を目途に再編する。 

(2) 障がい児保育，乳児保育及び子育て支援センター

事業については，現行どおりとする。 

 

(1) 平成22年度に盛岡市の

例により統合 

(2) 「乳児保育」及び「子

育て支援センター」は先

のとおり履行。「障がい児

保育」は平成18年度に盛

岡市の例により統合。 
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25-15 生活保護事業 

(1) 県が実施している玉山村の生活保護事業は，盛岡

市に引き継ぐものとする。 

(2) 保護基準については，合併時に盛岡市の保護基準

に統合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

25-16 その他福祉事業 

シルバー人材センター及び在日外国人福祉給付金支

給事業については，合併時に盛岡市の例により再編す

る。 

 

  左記のとおり履行 

25-17 健康づくり事業 

(1) 健康づくり推進計画については，玉山村の計画の

見直し時期に合わせて，平成 19年度に再編する。 

(2) 健康づくり推進協議会活動事業，保健推進員協議

会活動事業及び食生活改善推進員養成事業につい

ては，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡

市の例により再編する。 

 

(1) 平成21年度に統合 

 

(2) 左記のとおり履行。 

「健康づくり推進協議会活

動事業」は，平成20年度か

ら保健所運営協議会へ移行 

25-18 ごみ・し尿処理事業 

(1) ごみの処理施設，分別及び収集については，現行

どおりとする。 

(2) 生ごみ処理機購入補助については，玉山村に係る

補助は，実績等を勘案しながら５年を限度に継続す

る。 

(3) し尿及び浄化槽汚泥の処理施設並びにし尿の収

集処理体制については，現行どおりとする。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

（H20廃止） 

 

(3) 左記のとおり履行 

25-19 環境対策事業 

(1) 公害対策の水質汚濁防止，騒音対策，大気汚染，

悪臭対策及び土壌汚染については，合併時は現行ど

おりとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合す

る。 

(2) 不法投棄対策については，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に盛岡市の例により再編する。 

(3) 地球環境対策については，環境基本計画は，合併

時に盛岡市の計画を適用する。 

・地球温暖化防止実行計画は，合併時に盛岡市の計

画に統一する。 

・グリーン購入調達方針は，合併時に盛岡市の調達

方針を適用する。 

・環境マネジメントシステムは，合併後，玉山村の

庁舎にも速やかに IES（いわて環境マネジメントシ

 

(1) 合併時に盛岡市の例に

より統合 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 合併年度に盛岡市の計

画に統一 

・合併年度に盛岡市の計画

に統一 

・平成18年度に盛岡市の計

画に統一 

・平成19年度に盛岡市の計

画を適用 
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ステム・スタンダード）を導入する。 

・新エネルギー導入促進は，合併時に盛岡市のビジ

ョンを適用する。 

(4) 自然環境及び歴史的環境の保全制度については，

合併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例

により再編する。 

 

・平成18年度に盛岡市のビ

ジョンを適用 

(4) 左記のとおり履行 

25-20 農業関係事業 

(1) 農業振興対策協議会等については，農業振興対策

協議会は，合併時に盛岡市の例により統合するもの

とし，農事連絡員及び産業推進員は，合併翌年度に

農政推進員に再編する。 

 

(2) 中山間地域等直接支払制度については，現行どお

りとする。 

(3) 米生産調整については，生産調整方法は現行どお

りとし，産地対策交付金は，次期対策期間から制度

の統一を図るものとする。 

(4) 農業制度資金利子補給事業については，国及び県

の基準により実施しているものは現行どおりとす

る。 

(5) 農業振興助成制度については，青果物価格安定対

策は，現行どおりとする。 

・水田営農特別対策は，合併時は現行どおりとし，

平成 19年度を目途に再編する。 

・農業用廃プラスチック対策は，合併時は現行どお

りとし，合併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

・りんごわい化栽培促進及び農作物病虫害防除につ

いては，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛

岡市の例により再編する。 

(6) 農業振興団体については，農業青年クラブ及び農

業改良推進協議会は，合併時に盛岡市の例により統

合する。 

 

(7) 農業経営改善支援センターについては，マネージ

ャーは，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に玉

山村の例により再編する。 

(8) 土地改良事業負担金については，現行どおりとす

る。 

(9) 土地改良事業補助金については，土地改良施設維

 

(1) 「農業振興対策協議会」

は平成18年度に盛岡市の

例により統合。「農事連絡

員及び産業推進員」は左

記のとおり履行 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 米生産調整は先のとお

り履行し，産地対策交付金

は合併時の現状を維持。 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行 

 

・合併時の現状を維持 

 

・左記のとおり履行 

 

 

(6) 「農業青年クラブ」は

合併時の現状を維持。「農

業改良推進協議会」は左

記のとおり履行 

(7) 左記のとおり履行 

 

 

(8) 左記のとおり履行 

 

(9) 左記のとおり履行 



 

32 

 

持管理適正化事業は，合併時は現行どおりとし，合

併翌年度に盛岡市の例により統合する。 

(10)土地改良施設維持管理については，施設管理補助

金は，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡

市の例により再編する。 

・営農飲雑用水施設及び農業用排水路の維持管理

は，現行どおりとする。 

・農道の維持管理は，合併時は現行どおりとし，合

併後５年を目途に担当部署の見直しを行うものと

する。 

(11)農地等の災害復旧については，国庫補助災害は，

合併時に受益者負担条例を玉山村の例により再編

するものとする。 

 

 

(10)左記のとおり履行 

 

 

・左記のとおり履行 

 

・合併時の現状を維持 

 

 

(11)左記のとおり履行 

25-21 畜産・林業関係事業 

(1) 畜産振興助成制度については，家畜導入事業補

助，畜産共進会輸送費補助及び短角牛生産対策事業

補助は，合併時は現行どおりとし，合併翌年度に玉

山村の例により再編し，その他の補助は現行どおり

とする。 

(2) 市村営牧野の運営については，村営牧野運営委員

会は，合併時に盛岡市の牧野を含めた委員会に再編

する。放牧料は，合併時は現行どおりとし，平成 19

年度を目途に再編する。 

(3) 内水面漁業については，現行どおりとする。 

(4) 林業振興助成制度については，造林事業は，合併

時は現行どおりとし，合併翌年度に盛岡市の例によ

り統合する。 

・作業道開設は，合併時は現行どおりとし，合併翌

年度に盛岡市の例により再編する。 

・森林整備交付金は，現行どおりとする。 

 

(5) 分収林については，現行どおりとする。 

(6) 森林林業振興団体補助は，合併時は現行どおりと

し，平成 19年度を目途に再編する。 

(7) 市村有林の管理については，合併時は現行どおり

とし，平成 19年度を目途に再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

放牧料は，合併時の現状

を維持 

 

(3) 左記のとおり履行 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

・左記のとおり履行 

 

・合併時に盛岡市の例によ

り統合 

(5) 左記のとおり履行 

(6) 平成18年度に盛岡市の

例により統合 

(7) 左記のとおり履行 

25-22 商工観光関係事業 

(1) 商工会議所及び商工会への補助金については，盛

岡市の例により予算要望の内容を精査し，補助額を

 

(1) 左記のとおり履行 
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決定する。 

(2) ＴＭＯ（中心市街地の活性化のための推進機関）

に対する支援については，現行どおりとする。 

(3) 中小企業振興資金の融資については，資金の種

類，限度額及び返済期間は，合併時は現行どおりと

し，合併翌年度に盛岡市の例により統合する。保証

料補給及び利子補給は，合併年度及びこれに続く５

年度は現行どおりとし，その後，盛岡市の例により

統合する。 

(4) 企業誘致奨励制度については，合併時に盛岡市の

例により統合する。 

(5) 観光イベントについては，現行どおりとする。 

(6) 観光協会及び特産品開発については，合併時に統

合する方向で，関係団体と協議する。 

 

 

 

(7) 玉山村の物産展については，「盛岡市の物産と観

光展」と「盛岡市産業まつり」に統合する。 

(8) 広域観光団体に対する負担金については，合併時

に一本化する。 

(9) ２市村の観光施設については，現行どおりとす

る。 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

(5) 左記のとおり履行 

(6) 「観光協会」は平成19

年度に組織統合。「特産品

開発」は平成18年度に盛

岡市の例により統合 

 

(7) 左記のとおり履行 

 

(8) 平成18年度に一本化 

 

(9) 左記のとおり履行 

25-23 勤労者，消費者関連事業 

(1) 勤労者融資制度については，生活安定資金は，合

併時に盛岡市の例により統合することとし，教育資

金，住宅資金及び育児休業生活資金については，合

併時に盛岡市の例により再編する。 

(2) 消費者関連事業（消費生活相談及び消費生活資金

貸付）については，合併時に盛岡市の例により統合

する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

25-24 都市整備事業 

(1) 市村道認定基準については，合併時に盛岡市の例

により統合する。 

(2) 除雪については，現状を維持しながら地域事情を

考慮し，合併後５年を目途に再編する。 

・小型除雪機械等の貸出は，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

(3) 放置自転車対策については，合併時に盛岡市の例

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 平成22年度に再編 

 

・左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 



 

34 

 

により再編する。 

(4) 都市計画については，区域区分による制限及び都

市施設，市街地開発事業による制限は，同一制度な

ので現行どおりとする。 

・地域地区等による制限及び宅地造成等工事規制区

域は，合併後５年を目途に再編する。 

・駐車場設置に係る制限は，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

・制限に係る諸証明の手数料は，合併時に盛岡市の

例により統合する。 

(5) 開発行為等の許可及び建築確認の事務について

は，合併時に盛岡市の例により統合する。 

(6) 公営住宅の入居資格及び入居者の選考について

は，合併時に盛岡市の例により統合する。 

(7) 都市景観の保全については，合併後５年を目途に

盛岡市の要綱を基本とし，玉山村の特色も生かした

新しい制度等に再編する。 

(8) 住環境の保全については，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

(9) 区画整理については，公共施行は，同一制度なの

で現行どおりとする。 

・組合，個人施行の事業認可事務は，合併時に盛岡

市の例により統合することとし，補助制度は，合併

後５年を目途に再編する。 

(10)市街地再開発については，同一制度なので現行ど

おりとする。 

(11)公園については，管理体制は，合併後３年を目途

に再編する。公園使用料及び公園の位置付けは，合

併時に盛岡市の例により統合する。 

(12)緑化推進については，合併時に再編する。 

 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

・合併時に盛岡市の例によ

り統合 

・合併時に盛岡市の例によ

り統合 

・左記のとおり履行 

 

(5) 左記のとおり履行 

 

(6) 左記のとおり履行 

 

(7) 平成19年度に統合 

 

 

(8) 左記のとおり履行 

 

(9) 左記のとおり履行 

 

・左記のとおり履行 

補助制度は，平成28年度に

盛岡市の例により統合 

(10)左記のとおり履行 

 

(11)左記のとおり履行 

 

 

(12)左記のとおり履行 

25-25 上下水道事業 

(1) 上水道事業については，料金の徴収方法等は，合

併時に盛岡市の例により統合する。 

・ただし，コンビニエンスストアでの使用料の納入

は，合併後５年を目途に盛岡市の例により再編す

る。 

・補助，融資制度は，合併時に盛岡市の例により再

編する。 

(2) 下水道事業については，料金徴収方法は，合併時

 

(1) 左記のとおり履行 

 

・平成18年度に盛岡市の例

により統合 

 

・左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 
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に盛岡市の例により統合する。 

・負担金，分担金の単価は，合併時は現行どおりと

し，新たな認可地域については，合併後に検討する。 

・融資斡旋利子補給は，合併時は現行どおりとし，

合併後５年を目途に再編する。 

(3) 農業集落排水事業については，合併時に盛岡市の

例により統合又は再編する。 

(4) 浄化槽の補助については，補助基準は現行どおり

とし，補助額は合併時に盛岡市の例により統合す

る。 

 

・平成22年度に統合 

 

・平成19年度に統合 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

25-26 市村立学校設置・学校給食事業 

(1) 村立の幼稚園，小学校及び中学校については，す

べて盛岡市に引き継ぐものとする。 

(2) スクールバスについては，現行どおりとする。 

(3) 学校給食については，現行どおりとする。ただし，

給食センター運営委員会の委員報酬は，合併時に盛

岡市の例により統合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

(3) 左記のとおり履行 

25-27 学校教育事業 

(1) 障害別特殊学級については，現行どおりとする。 

(2) 国際理解教育事業については，合併時は現行どお

りとし，合併後３年を目途に盛岡市の例により統合

する。 

(3) 就園奨励補助事業及び就学奨励補助事業につい

ては，合併時は現行どおりとし，合併翌年度から盛

岡市の例により統合する。 

(4) 私学援助事業については，現行どおりとする。 

(5) 教育相談事業については，合併時に盛岡市の例に

より統合する。 

(6) 教育研究所については，合併時に盛岡市の例によ

り再編する。 

(7) 情報教育推進事業（コンピュータ教室及び校内

LAN）については，合併後に盛岡市の例により統合

する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

(2) 合併時に盛岡市の例に

より統合 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 左記のとおり履行 

(5) 左記のとおり履行 

 

(6) 左記のとおり履行 

 

(7) 合併時に盛岡市の例に

より統合 

25-28 文化・芸術振興事業 

(1) 芸術文化協会については，合併時は現行どおりと

し，合併後，統合するよう調整に努める。 

(2) 芸術祭については，地域の創作発表の場を存続し

ながら，統合した芸術祭を開催する。 

(3) 郷土芸能保存団体については，合併時は現行どお

 

(1) 合併時の現状を維持 

 

(2) 合併時の現状を維持 

 

(3) 平成20年度までに玉山
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りとし，合併後，再編の調整に努めるものとする。 

 

・また，補助金は，合併後３年を目途に盛岡市の例

により統合する。 

(4) 指定文化財については，玉山村の指定文化財は，

そのまま盛岡市に引き継ぐものとし，合併後の指定

は，統一した基準で対応する。また，補助金は，合

併時に盛岡市の例により再編する。 

(5) 文化財保護審議委員会については，合併時に盛岡

市の制度に統合する。 

区に存する数団体が盛岡市

の団体に加盟 

・合併時の現状を維持 

（玉山村制度は廃止） 

(4) 左記のとおり履行 

 

 

 

(5) 左記のとおり履行 

25-29 コミュニティ施策 

(1) 防犯隊，防犯協会及びコミュニティセンターにつ

いては，現行どおりとする。 

 

 

 

(2) 地域活動バスについては，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

(3) 防犯（街路）灯については，合併時は現行どおり

とし，３年を目途に補助基準を統一する。 

 

(1) 「防犯隊」と「コミュ

ニティセンターは左記の

とおり履行。「防犯協会」

は平成18年度に統合。 

 

(2) 合併時の現状を維持 

 

(3) 平成24年度に盛岡市の

例により統一 

29-30 社会教育事業 

(1) 社会教育委員，公民館運営審議会委員，図書館協

議会委員及びスポーツ振興審議会委員については，

合併時に盛岡市の制度に統合するものとし，定数等

は，合併時までに調整する。 

・また，文化会館運営委員については，現行どおり

とする。 

(2) 成人式については，合併時に盛岡市の制度に統合

する。 

(3) 公民館講座については，現行どおりとするが，全

域を対象とする事業，受講料及び講師謝金は平成 19

年度を目途に盛岡市の例により統合する。 

(4) 生涯学習推進体制については，合併時に盛岡市の

例により統合することとし，推進計画は平成 19 年

度を目途に見直すものとする。 

(5) 社会教育事業については，平成 18 年度を目途に

盛岡市の例により統合する。 

(6) 中央公民館については，盛岡市の中央公民館を中

央公民館とし，他の館は名称を変える。 

 

(1) 左記のとおり履行 

（スポーツ振興審議委員は

H24からスポーツ推進審

議会委員に名称変更） 

・合併時に廃止 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

 

(4) 生涯学習体制は左記の

とおり履行し，推進計画は

平成27年度に統合 

(5) 左記のとおり履行 

 

(6) 左記のとおり履行 
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・使用料は合併時に再編する。 

 

(7) その他の公民館については，現行どおりとし，使

用料は，合併時に再編する。 

 

(8) 図書館については，現行どおりとする。 

(9) スポーツ振興事業については，合併時は現行どお

りとし，合併後３年を目途に再編する。 

(10) 社会体育施設の管理・運営については，合併時

は現行どおりとし，減免基準は，合併後５年を目途

に盛岡市の基準に統合する。 

(11) 学校施設開放については，合併時は現行どおり

とし，合併後５年を目途に盛岡市の制度に統合する 

(12) 体育協会については，合併時は現行どおりとし，

合併後に統合するよう調整に努める。 

・平成21年度に盛岡市の例

により統合 

(7) 左記のとおり履行。使

用料は，平成21年度に盛

岡市の例により統合。 

(8) 左記のとおり履行 

(9) 合併時に盛岡市の例に

より統合 

(10)「管理・運営」は左記

のとおり履行。「減免基

準」は平成25年度に盛岡

市の例により統合 

(11)合併時に盛岡市の例に

より統合 

(12)平成18年度に統合 

29-31 定住化対策事業 

Ｕターン希望者等に対する就業情報の提供等につい

ては，合併時に盛岡市の例により統合する。 

 

左記のとおり履行 

29-32 契約事務 

(1) 入札保証金については，合併時に盛岡市の例によ

り統合する。 

(2) 随意契約の限度額については，２市村が同一であ

り，現行どおりとする。 

(3) 契約保証金については，２市村が同一であり，現

行どおりとする。 

(4) 前金払いについては，合併時に盛岡市の例により

修合する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 

 

(4) 左記のとおり履行 

29-33 指定金融機関の調整等 

指定金融機関は株式会社岩手銀行とし，玉山村の指定

金融機関である新岩手農業協同組合は，合併時に指定

代理金融機関とする。 

 

左記のとおり履行 

29-34 情報公開制度 

(1) 文書管理については，合併時に盛岡市の例を基本

に統一する。財務会計システムは，他の電算システ

ムと合わせて統合の方法，時期等を調整する。 

(2) 情報公開条例については，合併時に盛岡市の例を

基本に統一する。 

(3) 個人情報保護条例については，合併時に盛岡市の

例を基本に統一する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

 

(2) 左記のとおり履行 

 

(3) 左記のとおり履行 
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29-35 青少年健全育成事業 

(1) 青少年健全育成計画については，合併後１年を目

途に盛岡市の例により再編する。 

(2) 少年センターについては，合併時に盛岡市の例に

より再編する。 

 

(1) 左記のとおり履行 

 

(2) 左記のとおり履行 

26 新市建設計画 

新市建設計画は，「新市建設計画」に定めるとおりと

する。 

 

８ページに掲載 
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補助金，交付金等調整一覧表 

区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

企画 

盛岡市 生活路線維持費補助金 
現行どおり 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 生活交通路線維持費補助金 

盛岡市 広域生活路線維持費補助金 
現行どおり 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 広域生活路線運行費補助金 

盛岡市 盛岡交通安全協会補助金 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 盛岡交通安全協会負担金 

盛岡市 紫波交通安全協会補助金 

現行どおり 合併時の現状を維持 
玉山村 

玉山村交通安全防犯協会連

合会補助金 

盛岡市   
現行どおり 制度廃止 

玉山村 交通安全母の会補助金 

盛岡市 
テレビ難視聴地域解消事業

補助金 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 
テレビ難視聴地域解消事業

補助金 

財政 

盛岡市 納税貯蓄組合補助金 合併時に盛岡市の制度

に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 納税貯蓄組合補助金 

盛岡市 納税貯蓄組合連合会補助金 県補助金の額及び連合

会の事業内容に応じて

補助 

制度廃止 
玉山村 納税貯蓄組合連合会補助金 

住民 

生活 

盛岡市 盛岡市防犯協会補助金 

現行どおり 合併時の現状を維持 
玉山村 

玉山村交通安全防犯協会連

合会補助金 

盛岡市 
町内会等公衆街路灯電気料

補助金 合併後３年を目途に再

編 
合併時の現状を維持 

玉山村   

盛岡市 街灯設置費補助金 合併後３年を目途に再

編 

平成 24年度に盛岡市の

制度に再編 玉山村 街灯設置費補助金 

 

 



 

40 

 

区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

住民 

生活 

盛岡市 
盛岡市町内会連合会事業費

補助金 合併後３年を目途に再

編 
合併時の現状を維持 

玉山村 
玉山村自治会連絡協議会補

助金 

盛岡市 コミュニティ活動費補助金 合併後３年を目途に再

編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 玉山村   

盛岡市   合併後可能なものから

順次統合 
合併時の現状を維持 

玉山村 自治会運営費補助金 

環境 

衛生 

盛岡市 
公衆浴場設備改善事業補助

金 現行どおり 現行どおり 

玉山村   

盛岡市 資源集団回収事業報奨金 合併時に盛岡市の制度

に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 資源集団回収事業報奨金 

盛岡市 
ごみ減量資源再利用促進等

事業費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 
資源回収活動推進事業費補

助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
ごみ集積場所等整備事業費

補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
きれいなまち推進協議会運

営費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
ごみ減量資源再利用市民運

動促進事業費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

保健 

福祉 

盛岡市 
障がい者作業所運営費補助

金 
現行どおり 

平成 19年度から障害者

自立支援法に基づく新

体系に移行し統合 玉山村 
障がい者作業所運営費補助

金 



 

41 

 

区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

保健 

福祉 

盛岡市 
献血推進協議会運営費補助

金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 
盛岡市医師会附属看護学院

運営費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 
精神障がい者福祉作業所運

営費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 
精神障がい者地域生活援助

運営事業費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 高齢者入浴事業補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 玉山村   

盛岡市 
病院群輪番制病院運営費補

助金 
合併翌年度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

病院群輪番制病院運営費負

担金 

盛岡市 
盛岡地区二次救急医療対策

委員会運営費補助金 
合併翌年度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

盛岡地区二次救急医療対策

委員会運営費負担金 

盛岡市 
病院群輪番制病院設備整備

事業費補助金 
合併翌年度に統合 制度廃止 

玉山村 
病院群輪番制病院設備整備

事業費負担金 

盛岡市 
小児救急輪番制病院運営費

補助金 
合併翌年度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

小児救急輪番制病院運営費

負担金 

盛岡市 
保健推進員協議会運営費補

助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 
玉山村 

保健推進員協議会運営費補

助金 
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

保健 

福祉 

盛岡市 
食生活改善推進員連絡協議

会補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 
玉山村 

食生活改善普及活動事業補

助金 

盛岡市 
社会福祉協議会運営費補助

金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

平成 19年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

社会福祉協議会運営費補助

金 

盛岡市 
民生児童委員連絡協議会運

営費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

民生児童委員連絡協議会運

営費補助金 

盛岡市 障がい者住宅改造費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 障がい者住宅改造費補助金 

盛岡市 老人クラブ活動費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 老人クラブ補助金 

盛岡市 高齢者等住宅改造費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 高齢者住宅改造費補助金 

盛岡市 
幼児インフルエンザ予防接

種補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
盛岡地区更生保護援護会運

営費補助会 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 玉山村保護司会補助金 

盛岡市 
岩手県更生保護協会運営費

補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 岩手県更生保護協会補助金 

盛岡市 
高齢者等住宅改修支援事業

費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

保健 

福祉 

盛岡市 
母親クラブ活動育成費補助

金 合併後２年を目途に再

編 

平成 18年度に盛岡市の

制度により再編 
玉山村 

母親クラブ活動育成費補助

金 

盛岡市 遺族会補助金 合併後３年を目途に再

編 
制度廃止 

玉山村 遺族会補助金 

盛岡市 
地区福祉推進会運営費補助

金 

合併後３年を目途に盛

岡市の制度に再編 

平成 18年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
盛岡市身体障がい者協議会

運営費補助金 平成 18年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 

玉山村身体障がい者福祉協

会補助金 

盛岡市   
平成 20年度に盛岡市の

制度に再編 玉山村 
玉山村手をつなぐ親の会補

助金 

盛岡市 
私立児童福祉施設運営費補

助金 合併後５年を目途に再

編 

平成 18年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 

私立児童福祉施設運営費補

助金 

産業 

振興 

（農林） 

盛岡市 中山間地域等直接支払制度 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 中山間地域等直接支払制度 

盛岡市 農業制度資金利子補給金 

現行どおり 合併時の現状を維持 
玉山村 

農業制度資金利子補給費補

助金 

盛岡市 
いわて農業担い手支援総合

対策事業費補助金 
現行どおり 

平成 18年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 

いわて農業担い手支援総合

対策事業費補助金 

盛岡市   

現行どおり 合併時の現状を維持 
玉山村 

畜産環境保全推進事業補助

金 
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

産業 

振興 

（農林） 

盛岡市   

現行どおり 制度廃止 
玉山村 

村営牧野放牧牛互助会補助

金 

盛岡市 肉用牛改良増殖事業補助金 

現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 

玉山村畜産振興推進事業補

助金 

黒毛和種地域内保留対策事

業補助金 

盛岡市 種雄牛管理事業費補助金 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 種雄牛馬管理事業補助金 

盛岡市   

現行どおり 合併時の現状を維持 
玉山村 

畜産振興総合対策事業補助

金 

盛岡市 
中山間地域支援事業費補助

金 
現行どおり 制度廃止 

玉山村 
中山間地域支援事業費補助

金 

盛岡市 
基幹水利施設管理事業費補

助金 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村 
基幹水利施設管理事業「岩洞

地区」補助金 

盛岡市 
飯岡第一地区ほ場整備事業

補助金 現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村   

盛岡市 
太田西部地区土地改良総合

整備事業補助金 現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村   

盛岡市 
団体営土地改良総合整備事

業償還補助金 現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村   
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

産業 

振興 

（農林） 

盛岡市 
国営かいがん排水事業盛岡

南部地区補助金 現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村   

盛岡市 
森林整備地域活動支援交付

金 
現行どおり 合併時に統合 

玉山村 
森林整備地域活動支援交付

金 

盛岡市 農業改良推進協議会補助金 合併時に盛岡市の制度

に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 農業振興協議会補助金 

盛岡市 
農作物有害鳥獣対策事業費

補助金 合併翌年度に再編 合併時の現状を維持 

玉山村 有害鳥獣駆除補助金 

盛岡市 
農業用廃プラスチック対策

事業費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
合併時の現状を維持 

玉山村 
農業用廃プラスチック適正

処理事業補助金 

盛岡市 
土地改良施設維持管理適正

化事業補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

土地改良施設維持管理適正

化事業補助金 

盛岡市 森林適正管理事業費補助金 
合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 

合併翌年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 
森林環境保全整備事業補助

金 

盛岡市 
りんごわい化栽培促進事業

費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
農業用排水路等整備事業補

助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   

盛岡市 
間伐等作業道開設等促進事

業費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村   
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

産業 

振興 

（農林） 

盛岡市   
合併翌年度に玉山村の

制度に再編 
合併時の現状を維持 

玉山村 
農産物生産振興対策事業費

補助金 

盛岡市 農業青年クラブ補助金 合併翌年度に玉山村の

制度に再編 
合併時の現状を維持 

玉山村 農業青年クラブ補助金 

盛岡市   合併翌年度に玉山村の

制度に再編 

合併翌年度に玉山村の

制度に再編 玉山村 家畜導入事業補助金 

盛岡市   合併翌年度に玉山村の

制度に再編 

合併翌年度に玉山村の

制度に再編 玉山村 畜産共進会輸送費補助金 

盛岡市   合併翌年度に玉山村の

制度に再編 

合併翌年度に玉山村の

制度に再編 玉山村 短角牛生産対策事業補助金 

盛岡市 
水田営農特別対策事業費補

助金 合併後２年を目途に再

編 

平成 19年度に盛岡市の

制度に再編 
玉山村 

水田農業構造改革支援事業

費補助金 

盛岡市 
（緑化推進委員会盛岡支部

で事業実施） 合併後２年を目途に再

編 
平成 19年度から再編 

玉山村 
森林愛護少年団育成事業補

助金 

盛岡市 産地づくり対策交付金 次期対策期間から制度

を統合 
合併時の現状を維持 

玉山村 産地づくり対策交付金 

盛岡市 
認定農業者協議会運営費補

助金 合併後に組織を統合 
平成 17年度に玉山村の

制度に統合 
玉山村 認定農業者協議会補助金 

盛岡市   
公共下水道供用開始後

廃止 

平成 18年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 
小規模土地改良かんがい排

水事業補助金 

産業 

振興 

（商工） 

盛岡市 ＴＭＯ運営事業費補助金 
現行どおり 合併時の現状を維持 

玉山村   
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

産業 

振興 

（商工） 

盛岡市 
盛岡市シルバー人材センタ

ー補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 

盛岡商工会議所補助金 

盛岡市の例により，予

算要望内容を精査し，

補助金額を決定 

盛岡市の例により，予

算要望内容を精査し，

補助金額を決定 

都南商工会補助金 

玉山村 玉山村商工会補助金 

盛岡市 

盛岡観光コンベンション協

会運営費補助金 

盛岡市の例により，予

算要望内容を精査し，

補助金額を決定 

平成 19年 4月 1日に組

織を統合 

つなぎ温泉観光協会運営費

補助金 

玉山村 
玉山村観光協会運営費補助

金 

都市 

整備 

盛岡市 
市道路線認定促進事業費補

助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 市道路線認定事務費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 玉山村   

盛岡市 
狭あい市道整備促進事業費

補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 私道等整備事業費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 玉山村   

上下 

水道 

盛岡市 浄化槽設置補助金 合併時に盛岡市の制度

に統合 

合併時に盛岡市の制度

に統合 玉山村 浄化槽設置補助金 

盛岡市 
水道私設配水管等設置費補

助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

上下 

水道 

盛岡市 水道受水施設改造費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の例に

より再編 玉山村   

盛岡市 
鉛給水管布設替え工事費補

助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 
水道水源水質保全促進事業

補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 私設下水道設置費補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 玉山村   

教育 

文化 

盛岡市 盛岡青年委員会補助金 

現行どおり 
団体の活動停止により 

制度廃止 

玉山村 

玉山村青年団体連絡協議会

補助金 

玉山村青年教育協議会補助

金 

盛岡市 
指定文化財保存維持事業費

補助金 合併時に盛岡市の制度

に再編 

合併時に盛岡市の制度

に再編 
玉山村   

盛岡市 自治公民館活動費補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

平成 28年度から協働推

進奨励金に統合予定 玉山村   

盛岡市 
盛岡市子ども会育成会連絡

協議会補助金 合併翌年度に盛岡市の

制度に再編 

平成 28年度から協働推

進奨励金に統合予定 
玉山村   

盛岡市 郷土芸能保存団体補助金 合併後３年を目途に盛

岡市の制度に統合 

平成 18年度に盛岡市の

制度に統合 玉山村 郷土芸能保存団体補助金 

盛岡市 
自治公民館整備事業費補助

金 合併後可能なものから

順次統合 

平成 18年度に盛岡市の

制度に統合 
玉山村 

自治公民館整備事業費補助

金 
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区分 市村名 補助金名 調整の方向 履行状況等 

教育 

文化 

盛岡市 
盛岡市地域女性団体協議会

補助金 合併後可能なものから

順次統合 
平成 19年度に組織統合 

玉山村 
玉山村婦人団体連絡協議会

補助金 

盛岡市 
盛岡市ＰＴＡ連合会運営費

補助金 合併後可能なものから

順次統合 
平成 18年度に組織統合 

玉山村 
玉山村ＰＴＡ連合会運営費

補助金 

盛岡市 盛岡市体育協会補助金 合併後可能なものから

順次統合 
平成 18年度に組織統合 

玉山村 玉山村体育協会補助金 

盛岡市 盛岡芸術協会補助金 合併後可能なものから

順次統合 

合併時の現状を維持

（玉山村芸術文化協会    

補助金は廃止） 玉山村 玉山村芸術文化協会補助金 
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５ 成果と課題                                          

成果と課題については，前述の「主要指標の推移」「盛岡市・玉山村新市建設計画の

状況」「合併協定事項に係る調整状況」において記載のとおりですが，日常生活圏が拡

大する中，合併協定書に掲げる行政組織や行政サービスの調整，盛岡市・玉山村新市

建設計画の事業推進などにより，合併による一体的なまちづくりが進むとともに，中

核市への移行により，住民に身近な行政サービスの権限移譲がなされ，質の高い安定

的な行政サービスの提供が推進されました。 

また，経営資源配分の最適化及び成果重視の経営，強固な行財政基盤の構築を軸に

自治体経営が進められ，行財政基盤が強化されるとともに，簡素で効率的な行政運営

が図られました。 

盛岡市・玉山村新市建設計画においては，これまで約 812億円が施設整備に投資さ

れ，消防・防災体制の整備，教育環境の改善，コミュニティ施設の整備，道路・上下

水道など都市基盤の整備などが推進され，一定の成果がある一方で，道の駅の設置な

ど未着手事業や未完了事業があることから，継続した取組が必要となっています。 

 

 

６ おわりに                                                 

  合併からこの10年，北東北をリードする拠点にふさわしい「新県都の創造」を目指

し，盛岡市・玉山村新市建設計画などを進めてきましたが，旧玉山村域には，姫神山，

岩洞湖など魅力ある資源が多くあることや，地域の若い人たちの間に地域資源の新た

な展開を模索する明るい動きがあることなど，今後もこの地域にある人材や文化，観

光，産業などの資源が更に磨かれていくことが，本市の魅力向上や拠点性を高めるこ

とにつながります。 

この合併の成果を礎として，盛岡市総合計画の下に「ひと・まち・未来が輝き 世界

につながるまち盛岡」の将来像の実現を目指します。 
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資料１ 

合併から 10年の主な出来事                                       

平成 18年１月 10日 盛岡市・玉山村合併施行 

目指すべき将来像 

「活力に満ち，詩情あふれる新県都」 

同  日 盛岡市・玉山村合併記念式典① 

２月 13日 第１回玉山区地域協議会の開催 

３月 21日 姫神小学校閉校式 

６月 13日 
玉山総合事務所に住民票・ 

印鑑登録証明書自動交付機設置 

11月 29日 盛岡・玉山観光協会合併調印式 

平成 19年４月 １日 大台地区コミュニティセンター落成 

６月 28日 
盛岡商工会議所と玉山商工会が合併 

12月 20日 渋民小学校落成② 

平成 20年３月 30日 

 

釘の平地区コミュニティ消防センター， 

門前寺消防屯所，芋田消防屯所落成 

４月 １日 
中核市へ移行③，市保健所開所， 

白沢地区コミュニティセンター落成， 

    
舟田２地区コミュニティセンター 

落成 

平成 21年３月 22日 盛岡中央消防署玉山出張所落成 

３月 29日 巻堀消防屯所落成 

４月 １日 市制施行 120周年 

平成 22年２月 １日 
馬場状小屋地区コミュニティセンター落成 

３月 21日 薮川小学校閉校式④ 

４月 ３日 舟田消防屯所落成 

４月 18日 
 

 

 

 

②渋民小学校 新校舎 

①盛岡市・玉山村合併記念式典 

③中核市へ移行 

④薮川小学校 閉校

式 

⑤好摩駅 新駅舎 

玉山地区公民館落成 
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平成 23年１月 １日 
大みそ日から記録的な大雪， 

停電地域も発生 

３月 11日 
東日本大震災発生 

（本市では震度５強を観測） 

４月 １日 松内地区コミュニティセンター落成 

５月 15日 
好摩駅東西自由通路開通と 

好摩駅新駅舎落成⑤ 

平成 24年４月 １日 
都南村と合併して 20周年， 

小袋地区コミュニティセンター落成 

４月 ８日 寺林消防屯所落成 

７月 24日 
好摩体育館と好摩相撲場が 

リニューアルオープン⑥ 

７月 31日 沖縄県うるま市との友好都市提携⑦ 

平成 25年３月 28日 ひめかみ有機センター落成 

４月 25日 
生出地区に大規模太陽光発電所 

「ソーラーガーデン姫神」がオープン 

８月 ９日 
大雨・洪水災害 

（繫・猪去地区などで大きな被害） 

９月 15日，16日 
台風 18号による災害⑧ 

（玉山区松川が氾濫） 

平成 26年３月 31日 
浅岸小学校と外山小学校， 

薮川中学校が閉校 

４月 １日 前田地区コミュニティセンター落成 

４月 26日 
薮川地区農村交流センターが 

オープン⑨ 

４月 27日 
玉山区渋民で林野火災 

（５月８日に鎮火） 

12月 20日 
外山消防屯所落成 

平成 27年４月 １日 
新しい総合計画スタート 

目指すべき将来像「ひと・まち・未来が輝き 世界につながるまち盛岡」 

４月 12日 国道４号渋民バイパスが全線開通⑩ 

10月 30日 連携中枢都市宣言（東日本で初） 

平成 28年１月９日 
  

 
⑥好摩体育館と好摩相撲場 

⑧台風 18号の被害により移転新築 

した下田保育園 

⑦沖縄県うるま市との友好都市提携 

 

⑩国道４号渋民バイパスが全線開通 

 

 

 
⑨薮川地区農村交流センターがオープン 

 
⑪盛岡市・玉山村合併 10周年記念式典 

盛岡市・玉山村合併 10周年記念式典⑪ 
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資料２ 

玉山区の指標の変化                                      

 

 

 

 

消防屯所数 30 箇所 30 箇所

改修済み消防屯所数 0 箇所 9 箇所

(改　修　率) 0.0 ％ 30.0 ％

消火栓数 216 基 261 基

防火水槽(20㎥) ＝ 14 基 13 基

防火水槽(40㎥) 96 基 113 基

学　校　数 8 校 6 校

校舎等の耐震化率 ＝ 47.8 ％ 88.6 ％

児童数（H18.5.1) 720 人 582 人（H27.5.1)

学　校　数 4 校 3 校

校舎等の耐震化率 ＝ 53.3 ％ 83.9 ％

生徒数（H18.5.1) 401 人 340 人（H27.5.1)

施　設　数 7 箇所 7 箇所

改修済み施設数 0 箇所 7 箇所

(改　修　率) 0.0 ％ 100.0 ％

公園整備面積 3.63 ha 4.84 ha

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人

2.65 ㎡ 3.88 ㎡

改良済延長 238,094 m 273,129 m

実　延　長 302,028 m 337,354 m

78.8 ％ 81.0 ％

舗装延長 235,935 m 273,503 m

実　延　長 302,028 m 337,354 m

78.1 ％ 81.1 ％

延べ延長 ＝ 13,636 m 19,200 m

4.5 ％ 5.7 ％

給水人口 9,789 人 9,185 人

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人

71.4 ％ 73.6 ％

処理区域内人口 2,142 人 5,282 人

行政区域内人口 13,708 人 12,472 人

15.6 ％ 42.4 ％

水洗化人口 ＝ 1,630 人 3,383 人

11.9 ％ 27.1 ％

76.1 ％ 64.0 ％

　公共下水道普及率　
＝

(行政区域内人口に占める割合)

　公共下水道水洗化普及率　 (行政区域内人口に占める割合)

(処理区域内人口に占める割合)

　水道普及率
＝

(行政区域内人口に占める割合)

　市道舗装率
＝

(市道実延長に占める割合)

　市道歩道整備延長
(市道実延長に占める割合)

　市道改良率
＝

（改良済延長/実延長）

　１人当たり公園面積
＝

(公園整備面積/住民基本台帳人口)

　地区コミュニティセンター
＝

　小学校

　中学校

　消防屯所改修率
＝

　消防水利
　　(私設分を含む)

平成26年度末 区　　　　　分
平成18年度当初

（新市建設計画当初）

※参考

　住民基本台帳人口 玉山区分 ＝ 13,675 人 12,472 人

玉山区分 13,708 人 12,472 人

市　全　域 295,508 人 294,072 人

4.6 ％ 4.2 ％

玉山区分 4,312 世帯 4,675 世帯

市　全　域 121,939 世帯 132,117 世帯

3.5 ％ 3.5 ％

＝

区　　　　　分
平成18年度当初

（新市建設計画当初）

　行政区域内人口
　（住民基本台帳人口
　　　＋　外国人登録人口）

＝

　行政区域内世帯数
　（住民基本台帳世帯
　　　＋　外国人登録世帯）

平成26年度末
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資料３ 

東北６県の県庁所在地に係る指標の比較                         

(1) 主要指標の比較 

 ア 面積 

平成 26年の６都市の面積は，広い順に１位が秋田市で 906.09㎢，２位が盛岡

市で 886.47㎢，３位が青森市で 824.61㎢，４位が仙台市で 786.30㎢，５位が福

島市で 767.72㎢，６位が山形市で 381.30㎢でした。 

盛岡市は平成 16年に 489.15㎢で６都市中４位であったが，玉山村（397.32㎢）

と合併したことにより，現在の 886.47㎢となり２位となりました。 

 
 

 

 イ 人口・世帯 

平成 22 年国勢調査における６都市の人口は，多い順に１位が仙台市で

1,045,986 人，２位が秋田市で 323,600 人，３位が青森市で 299,520 人，４位が

盛岡市で 298,348人，５位が福島市で 292,590人，６位が山形市で 254,244人で

した。 

世帯数については，１位が仙台市で 464,640世帯，２位が秋田市で 131,074世

帯，３位が盛岡市で 124,839世帯，４位が青森市で 119,119世帯，５位が福島市

で 112,854世帯，６位が山形市で 96,425世帯でした。 

 

 

（単位：k㎡）

692.43 824.61

489.15 886.47

735.16 786.30

460.10 906.09

381.34 381.30

746.43 767.72

※山形市は参考値。

 仙台市

区　　分

 青森市

面　　　積

平成26年平成16年

 秋田市

 山形市

 福島市

 盛岡市

<資料：全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）>
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(2) 生活環境指標の比較 

 ア 都市公園数 

    
 

 イ 市道実延長 

    

 

（単位：人，世帯，％）

平成17 平成22 H17/H22比 増減率 平成17年 平成22年 H17/H22比 増減率

311,508 299,520 △ 11,988 △ 3.8 118,178 119,119 941 0.8

300,746 298,348 △ 2,398 △ 0.8 118,989 124,839 5,850 4.9

1,025,098 1,045,986 20,888 2.0 434,539 464,640 30,101 6.9

333,109 323,600 △ 9,509 △ 2.9 130,630 131,074 444 0.3

256,012 254,244 △ 1,768 △ 0.7 93,174 96,425 3,251 3.5

297,357 292,590 △ 4,767 △ 1.6 110,394 112,854 2,460 2.2

※盛岡市には，旧玉山村人口も含む <資料：国勢調査（総務省）>

 秋田市

 山形市

 福島市

 盛岡市

区　分
人　　　口 世　帯　数

 青森市

 仙台市

（単位：箇所，％）

133 136 2.3 5

397 455 14.6 1

1,480 1,635 10.5 4

180 184 2.2 6

203 227 11.8 3

166 187 12.7 2

<資料：総務省「統計でみる市区町村のすがた」>

 福島市

 青森市

区　分
平成16年

(A)
平成23年

(B)

 盛岡市

伸び率の
高い順位

 仙台市

 秋田市

 山形市

(B)/（A）
*100-100

（単位：km，％)

1,118.2 1,821.2 62.9 1

1,655.5 1,997.2 20.6 2

2,983.3 3,185.2 6.8 5

1,831.9 1,883.1 2.8 6

1,205.2 1,287.8 6.9 4

2,656.4 2,937.3 10.6 3

<資料：総務省「統計でみる市区町村のすがた」>

平成23年
(B)

(B)/（A）
*100-100

伸び率の
高い順位

 青森市

 仙台市

区　分

 秋田市

 山形市

 福島市

 盛岡市

平成16年
(A)
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 ウ 水道普及率（給水人口/行政区域内人口） 

 

 

 

 エ 公共下水道普及率（処理区域内人口/行政区域内人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％)

99.4 99.0 △ 0.4 6

97.8 97.9 0.1 5

99.3 99.7 0.4 2

99.0 99.4 0.4 2

97.8 98.1 0.3 4

96.7 97.5 0.8 1

※福島市は25年データではなく24年，青森市は16年ではなく18年

<資料：各県市ホームページ>

伸び率の
高い順位

 青森市

 仙台市

 秋田市

区　分
平成16年

(A)

 山形市

 福島市

 盛岡市

平成25年
(B)

(B)-（A）

（単位：％)

69.9 78.5 8.6 3

85.1 88.3 3.2 5

97.1 98.0 0.9 6

83.8 91.4 7.6 4

87.0 97.4 10.4 1

53.8 63.6 9.8 2

<資料：国土交通省ホームページ>

 仙台市

 秋田市

 山形市

 福島市

(B)-（A）
伸び率の
高い順位

 盛岡市

区　分
平成16年

(A)
平成25年

(B)

 青森市
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たま姫ちゃんは，盛岡商工会議所玉山地域運営協議会青年部が創立 50 周年を記念して

制作しました。 

地元の姫神山から生まれた妖精で，玉山の「たま」と姫神山の「姫」を合わせて命名。

同地域の歌人「石川啄木」に憧れる明るく元気な女の子で，帯には石川啄木の歌集を携

えており，特産の黒平豆のようなくりっとした瞳が特徴で，頭には姫神山をイメージし

た姫神ハットをかぶっています。 

 

玉山地域 PRマスコットキャラクター 

「たま姫ちゃん」 


